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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ること
を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。
1. 総会の開催(年l囚) 2.藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊 4.その他吉iJ条の目的を達するために必要な事業。

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の事業年度は 1月1日に始ま り，同年12月31日に終る。
第 6条 会員は次の4種とする。
1. 普通会員 (藻類に関心をもち，*会の趣旨に賛同する個人で，役員会の承認
するもの)。
2. 団体会員(本会の趣旨に賛同する団体で，役員会の承認するもの)。
3. 名誉会員 (蕊学の発達に貢献があ り， 本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推薦するもの)。
4. 賛助会員 (本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体で，
役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込舎を
会長に差出すものとする。
第 8条 普通会員は毎年会費3000円 (学生は半額)を前納するものとする。但し，
名誉会員 (次条に定める名誉会長を含む) は会費を要しない。外国会員の会授は
4000円とする。団体会員の会費は 4000円とする。賛助会員の会授は l口10.000円
とする。
第 9条 本会には次の役員を置く。会長 1名。 幹事若干名。 評議員
若干名。 会音j.監事2名。 役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但
し， 会長と評議員は引続き 3期選出されることは出来ない。役員選出の規定は別に
定める。(付貝IJ第 i条~第4条) 本会に名誉会長を置く ことが出来る。
第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の立を受けて日常の
会務会行う。 会計監事は前年度の決算財産の状況などを監査する。
第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長のwti間にあずかる。評議
員会は会長が招集し，また文書をもって，これに代えることが出来る。
第 12条 1.本会は定期刊行物 「藻類Jを年4回刊行し，会員に無料で頒布する。
2. r藻演Jの編集 ・刊行のために編集委員会を置く。 3.編集委員会の構成 ・
運営なと'については別に定める内規による。

(付則)
第 l条 会長は囲内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める (そのl祭評議
員会は参考のため若干名の候補者を推薦することが出来る)。 幹事は会長が会員r.I'
より これを指名委嘱する。会計質事は評議員会の協議により ，会員中から選ぴ総会
において承認を受ける。
第 2条 評議員選出は次のニ方法による。
1. 各地区別に会員中よ り選出される。その定員は各地区1名と し 会員数が50
名を越える地区では 50名までごとに 1名を加える。
2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えることは出来ない。

地区割は次の7地区とする。北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を
含む)。 中部地区(三重を含む)。近畿地区。中国 ・四国地区。 九州地区(沖縄を含む)。
第 3条 会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次
点者をもって充当する。
第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各号750円とし，非会員の予約購読
料は各号1500円とする。
第 6条 本会則は昭和51年1月1日より改正施行する。
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大森長朗ホ・宮崎志津子ホ・末村枝利子事: エゾヤハズの

四分胞子発生機構の解析D.CaBr2' CaI2による仮根形成の抑制

Takeo OHMORI*， Shizuko MIYAZAKI* and Eriko SUEMURA*: 

An analysis of tetraspore development in Dictyopteris divaricata II 

Suppression of rhizoids by treatment with calcium bromide 

and calcium iodide 

エゾヤハズの四分胞子の発芽様式については，猪野1)および西林・猪野幻がすでに報

告している。四分胞子の発生の過程にみられる最初の形態的変化は仮根突起の形成であ

る。その後，第一分割壁が形成されるとともに，仮根が伸長する。猪野口は胞子に一方

から光を当てると仮根は光源に遠い側に形成され，第一分割壁は光に対して直角の方向

に形成されることを報告している。

われわれはエゾヤハズの四分胞子の発芽機構を解明するために，高濃度の CaBrzお

よび Calz海水溶液中で胞子を培養したところ，仮根は形成されないが，細胞の分割は

起こり.apolarな発芽体を生じることを見い出した。さらに，これらの溶液で培養し

た胞子に光を一方から照射すると，第一分割壁は光に対じて直角の方向ではなく，多く

は平行に形成されることを観察した。以下にその結果を報告する。

材料と方法

本研究に用いた材料は.197昨・5月26日.1976年5月25日および6月28日に岡山県玉

野市渋川において採集されたエゾヤハズ (Dictyoρiterisdivaricata)である。採集した

篠体を暗所に15時開放置した後，成熟した四分胞子をもっ体を，海水を満たした大型容

器に移して，胞子を放出させた。 2時間以内に放出された四分胞子を集め，これらを実

験に用いた。四分胞子の培養には，直径 6Qmmの小型シャーレを使用し，培養液とし

ては1/24.1/16' 1/12. 1/8. 1/8' 1/. M のCaBrz.Calz• KBrおよび KI海水溶液をそれぞれ

7mlずつ用い，小型シャーレに入れて行った。培養温度は 17.5土Q.50Cであった。

第一分割壁の形成と光の方向との関係を調べる実験では，シャーレを少しの間隙を残

して黒紙で覆い，これに 50Iuxの光を一方から照射した。光源としては 2QWタング

ステン電球を用い，実験は温度24-270Cの暗室で行なわれた。

-山陽学閥短期大学 (703岡山市平弁 2180)
Sanyo Gakuen Junior CoI1ege. Hirai， Okayama， 703 Japan. 

Bull. Jap. Soc. PhycoI. 25: 41-45. 1977. 
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結果

放出された四分胞子を純海水で培養すると， 20時間ぐらいで胞子は一端から突起を出

し始める。放出後25-43時間経過すると，第一分割壁が仮根の伸出方向に対して直角の

方向に形成されて，胞子は2細胞に分けられる。突起は生長して仮根となり，発芽体は

さらに分裂して多細胞になる。

Tab!e 1. Percentage of germinating tetraspores in cultures 

with various drugs for 3 days 

二〉ご土 O 

CaBr2 94.8 88.4 83.3 74.5 17.6 

CaI2 95.8 83.1 63.2 28.5 2.0 0.0 

KBr 94.6 93.8 94.5 94.5 91. 5 89.6 

KI 95.1 94.1 95.5 97.3 61. 7 

0.0 

0.0 

6.0 

胞子を CaBr2海水浴液で培養した場合，1/.Mの濃度では発芽することなく，いつま

でも胞子の状態であった。 1/12Mの濃度では74.5%の胞子が発芽した。発芽した胞子の

中， 85.5%のものは仮根突起は形成されないが，細胞の分割は正常に行なわれて apo!ar

な発芽体となった。出M の濃度では発芽したものは17.6%であったが，この中， 96.5 

%のものが仮根を形成しなかった (Tab!e1， 2). apo!arな発芽体では，第一分割壁形

成以後，約10%のものが第一分割壁に対して直角の方向に走る隔撲を形成して， 3ある

いは4細胞となった。しかし，それ以上の分割は見られなかった.1/12 M 以下の濃度に

おいては，仮根が形成された正常な発芽体でも仮根の伸長はかなり抑制され，分割壁の

形成も遅れた。

Tab!e 2. Percentage of apo!ar germlings in cu!tures with 

various drugs for 3 days. 

瓦〉ごと O 

CaBr2 2.2 5.7 29.2 85.5 96.5 

CaI2 0.5 29.4 96.9 98.6 

KBr 1.7 0.9 1.8 1.7 1.4 1.8 

KI 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 
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CaI2海水譲液で培養した場合，1/8且4以上の濃度では発芽は全くあるいはほとんど見

られなかった (Table1)0 1んおよび 1んM で培養された胞子は6日目には未発芽のまま

死滅した。 1/12および1/1・Mの濃度では，発芽を始めた胞子の多くのものが， CaBr2海
水溶液の場合と同じように，仮根突起を形成しなかった (Table2)。この仮根をもたな

い発芽体も 2，3， 4細胞までは分裂するが，それ以上の分割はみられなかった。以上

のことから，高濃度の CaBrzおよびCalzは仮根の形成を抑制することがわかった。

KBr海水漏液で培養した場合，118Mの高浪度でも発芽率は高く，しかも大部分の胞

子が仮根突起を形成して正常な発芽を示した (Table1， 2)。

KI海水溶液で培養した場合にはんMにおいて培養43時間で胞子は発芽することな

くすべて死滅した。 118Mの濃度では61・7%のものが発芽し，これらのものでは仮根突
起は形成され，細胞の分割も正常に行なわれた。また， KBrおよびKIのいずれの場合

も，仮根の末端部が肥大し，分岐する発芽体がみられた。これについては別の機会に報

告することにしたい。

CaBr2で四分胞子を処理した場合， 1/8-1/12101で仮根の形成が見られない apolarな

発芽体を生じた。この仮根をもたない発芽体の第一分割壁の方向と光の関係を調ぺるた

めに， CaBr2海水溶液で培養中の胞子に光を一方から照射して， 3日後に分割壁の方向

を調べた (Table3)。

Table 3. The direction of the五rstsegmentation wall of apolar 

germlings to the light in cultures with CaBr2 for 3 days. 

Treatment 

1/12 101 CaBr2 
1/8 !v[ CaBr2 

1/12 Al CaBr2 
1/8 M CaBr2 

1/12 .'1 CaBr2 

Number of apolar Percentage ofgermlings with 
germlings counted wall-paralIeI to light 

UnidirectionaI light 

132 70.0 

186 72.0 

Diffused light 
120 48.6 

142 51. 7 

Darkness 

218 46.8 

Table 3に示した百分率の値は，光源に対して左右それぞれ45・以内に形成された分

割壁は，光の方向に平行であるとして示したものである。

光を一方から照射した場合，純海水で培養した胞子の大部分は光源と反対の方向に仮

根を出すとともに，第一分割壁は光に対して直角の方向に形成された (Fig.1a)。出-

1/121UCaBr2海水溶液中で培養したものに光を一方から照射した場合には，約70%のも

のが光に対して平行に分割壁を形成した(Fig.1b)。これに対して， CaBrs処理下で散光

-3-



Fig. 1. Tetraspore germlings of Dictyoμeris divarlcata in culturcs for 72 hours. (x35) 

(a) Germlings in sca watcr in the unidircctional light. 

(b) Apolar germlings in 1/12 M CaBr2 in the unidirectional light 

The light source in (a) and (b) was in the upper part of figures 

(c) Apolar germlings in 1/12 M CaBr2 in the dark 

またはi暗黒の条件で館養した場合には，第一分割鐙の方向は全く機会的であった (Fig.

lc)。以上のことから，第一分割墜が形成される方向は，仮板が正常に形成される場合

には仮根の仲仕i方向，すなわち光の方向に対して直角の方向に形成される。しかし，仮

根の形成が抑制された場合には光が入る方向と平行に形成されるものが多いことが観察

された。

考 察

SUSSEX
3
)はフークス目植物に属する H01"!lIosi.，.aの受精卵をH音黒下でお2持庭養をITな

い，また TORREY& GALUN叫は FIIClISの受精卵を高濃度の糖¢溶液中で培養し，そ

れぞれ仮根をもたない apolarな!圧が生じることを報告している。 FuCl/Sの場合には，

i受透圧的な阻害によって仮綴をもたない肢が生じたと考えられている。

本実験では，ェゾヤハズの四分胞子の仮根の形成は，高濃度の CaBr2(!/R ~ I/I' M)お

よび Ca1，(l/l ， ~ 1/16 M)によって折;制されるとし、う結果が得られた。しかし， KBrおよ

び K1 溶液中では 1 /6 ~1/8M という高濃度であ っ ても ， 発芽体は正常'に{反根を形成した。

このことから，CaBr2および CaI，で、仮根形成がみられなかったのは，浸透圧的な阻害

によるものではなく ，1高i幾度のカルシウムイオンが{反根形成を阻害したと考えられる。

正常な四分胞子発生では，第一分割笠:は仮根の伸出方向，すなわち光の方向に対して

直角の方向に形成されることが知られている1)・目。 CaBr，で胞子を処理して仮授の形成

を抑制したものに，一方から光を照射すると，約70%のものが照射方向と利子に第一分

割壁を形成した。 散光または暗黒の条件では分割笠の方向は全く機会的であった。 この

ことよ り apolarな発芽体では光の方向が第一分割壁の方向を決定づけていると考え

られる。純海水で熔養した場合，分割笠は光;こ対して直角の方向に形成されるが，これ

- 4ー
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は光の方向によP仮根の伸出方向が決定づけられ，次いで分割壁が仮根の伸出方向の影

響を受けながら形成されるからであると考えられる。

Summar:y 

Tetraspores of Dictyotteris divaricata were cultured in CaBr2' CaI2' KBr 

or KI sea water solution. The formation of the rhizoid protuberance was in-

hibited in 1/8-1/12 M CaBr2 and 1/12_llao M CaI2 sea water solution， but apolar 

germlings consisting of two， three or four cells were developed. 

In the treatment with 1/8-1/12 M. CaBr2' the direction of the五rstsegmenta-

tion wall took place at random in dark or diffused light conditions. On the 

contrary， unidirectional light induced the first segmentation wall to form par-

allel with the light. It is presumed that the orientation of the first wall in the 

apolar germlings is determined by the direction of the light， while in the 

normal polar germlings it is affected by the orientation of the rhizoid. 

引用文献

1) I~oH， S. (1936) On tetraspore formation and its germination in Dictyotteris 

divaricata OKAM.， with special reference to the mode of rhizoid formation. 

Sci. Pap. Inst. Algol. Res. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ. 1: 213-219. 

2) 西林長朗・猪野俊平(1959)アミジグサ科植物の生活史についてI.アミジグサ，

エゾヤハズ，オキナウチワの四分胞子発生.植雑 72:261-268. 

3) SUSSEX， 1. M. (1967) Polar growth of Hormosi/'a ballksii zygotes in shake 

culture. Amer. J. Bot. 54: 505-510. 

4) TORREY， J. G. and GALUN， E. (1970) Apolar embryos of Fucus resulting from 

osmotic and chemical treatment. Amer. J. Bot. 57: 111-119. 

5) PEIRCE， G.J. and RANDOLPH， F.A. (1905) Studies of irritability in algae. 

Bot. Gaz. 40: 321-350. 
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池森雅彦事・新崎盛敏紳: 海藻の光合成色素I.緑藻類と

海藻類に含まれるクロロフィルとカロチノイドの

二次元ペーパークロマトグラフイーによる分離

Masahiko IKEMORI* and Seibin ARASAKI**: Photosynthetic pigments 

in marine algae 1. Two-dimensional paper chromatographic separation 

of chlorophylls and carotenoids from green algae and sea grasses. 

海穫に含まれている光合成色素は，生育環境の差異や変化，また蔀体の生長と生殖に

伴なって，陸上植物の場合とは非常に異なった量的及び質的変化を示すことが多い1，九

そこで，海藻に含まれている光合成色素の分離方法，特に筆者らが開発した二次元ペー

ノfークロマトグラフィー及びセルロースパウダーカラムクロマトグラフィー，また，こ

れらを使用して解明された，諸種の潮間帯藻に含まれている Chl.aとbとの藻体の干

出，潰水に伴なう変化，深所産の緑藻に含まれている特異な光合成色素，海藻の生長と

生殖に伴なう光合成色素の量的及び質的変化などについて順次報告してゆきたい。

本報を草するに当，!)，終始懇切なる御指導を賜った金沢大学理学部臨海実験所所長の

井坂三郎教授に深甚なる感謝の意を表する。また，この実験の遂行中，多々御協力頂い

た筑波大学臨海実験センターの横浜康継博士並びに材料の採集に御協力頂いた能登臨海

実験所所員の新谷カ氏と又多政博氏に深謝の意を表する。

1. 光合成色素の抽出，転溶，議縞

植物体から光合成色素を抽出する際，陸上植物の場合には， 80%アセトン中で案をホ

モジナイズする方法が広く用いられており，また，沸騰水中に短時間業を浸してから抽

出を行うという方法もとられている。しかし後者のような方法を海寵に用いた場合には，

クロロフィル系色素の変質が起りやすい1・ヘ例えば，ワカメなどの褐藻を15秒間沸騰

水中に浸しただけでも， Chl. aが変質してフェオフィチン aが造られるし，フコキサ

ンチンも少し分解してしまう九光合成色素の抽出に際して，従来多くの研究者らによ

事金沢大学能笠臨海実験所 (9幻-05石川県内浦町小ホ}

Noto Marine Laboratory， Kanazawa University， Ogi， Uchiura， Ishikawa， 927-05 Japan. 
帥日本大学良獣医学節水産学科(154東京品世田谷区下馬3-34-1)
Department of Fisheries， College of Agriculture and Veterinary Medicine， Nihon Uni時間ity.
Shimouma， Setagaya.ku， Tokyo， 154 Japan. 

Bull. ]ap. Soc. Phycol. 25: 58-66， 1977. 
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って広く用いられてきた抽庄溶媒は，主に80%アセトン， 90%アセトン，次いでメタノ

ールである。色素の抽出溶媒に関し，種々の海藻について色々と検討してみた結果， 80 

%アセトンあるいは無水アセトンを用いて拍出を行う場合には，務体をよほど細かくホ

モジナイズしなければ，海藻，特に硬質の紅藻や褐潔から脂溶性色素を抽出することは

困難である。そして，例えば，潮間帯に生育する乾燥した紅藻や褐藻5gを摺りつぶす

には，約1時間以上もホモジナイズを行なわなければならないという極端な場合もあり，

抽出液を冷却しながらホモジナイズを行なっても，抽出されて来る色素が空気に長時間

触れるため，色素の酸化を起し易い。ところで，溶媒に1∞%メタノーノレを使用すると，

護体をハサミで 3X3mm角に細切して溶媒に浸すだけで，アセトン中ではホモジナイ

ズ藻体を一週間以上おいても完全に色素を抽出し得ない海藻種でも，約30分以内で殆ん

ど全ての脂溶性色素を抽出することが出来た1，2)。それゆえ，筆者らはメタノ-Jレを専

ら抽出裕媒として使用している。

生重量2g(緑藻)または 5g(紅藻，褐藻)の藻体を溶過海水でよく洗ったのち， 3 

x3mm以下の大きさにハサミで細切し，摺合せ共栓付き 1∞ml容量の三角ラフスコ中

で， 20-50mgの塩基性炭酸マグネシウムを含む100%メタノール50ml中に 15-30分

間浸す。その間数回フラスコを振って撹持すると，色素の抽出が促進される。藻体に色

素が残っている場合には，このような操作を数回繰P返す。殆んどの海言葉で， 2-3回

このような抽出を繰り返すと，全ての脂溶性色素を抽出することができる。抽出液を硝

子フィルター(メッシュ No.3)で滅過し，得られた溶液を分液漏斗に移し，等量のエ

チルエーテル(以後エーテルと略記する)を加え，これに10%NaCl液を色素抽出液の

約3倍量加えて静かに振り，色素をメタノ-Jレ・ NaCl液層からエーテル層へ転溶する。

この色素を含むエーテル層を3倍量の10%NaCl被で3-5回洗って，エーテル層中に

含まれているメタノールを除去する。この色素のエーテル溶液を，コマゴメピペットで

吸引瓶に移し減壬濃縮する。濃縮が進むと，混入していた少量のメタノールと水が水滴

状になって分離してくる。色素のエーテル溶液が 2-3mlになったとき濃縮を止め，

少量のエーテルを加え，吸引瓶墜に付着している色素を膏溶解する。このようにして得

られた色素のエーテル溶液と水滴とは，さらにエーテルを加えても混合することはなく，

2層に分かれている。色素のエーテル溶液のみを別の硝子瓶へ取り出し，数巨少量のエ

ーテルを加え，吸引瓶中に残っている色素を前記の硝子瓶へ移す。このようにして得た

色素のエーテル溶液を再度減圧濃縮して 2-3mlにし，二次元ペーパークロマトグラ

フィー及びセルローズパウダーカラムクロマトグラフィーの試料にする。なお，色素抽

出液の吸収スベクトIレをエーテル以外¢溶媒を用いて測定したい場合には，エーテルを

減圧除去した後に，希望¢溶媒を注加して色素を膏溶解すれば，その吸収スペクトルを

測定することができる1，2)。
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2. 二次元ペーパークロマトグラフィーに用いる展開溶媒と展開方法

a) 展開溶媒

ベーパークロマトグラフィーによって含まれているクロロフィル系色素とカロチノイ

ド系色素を分離する際の展開溶媒としては，第一次の展開溶媒はプロパノールを含む石

油エーテノレ，第二次の展開溶媒としては石油エーテルとクロロホルムの混液が，従来多

くの研究者らによって推奨されて来た (LINDet al.8)， ANDERSON et alペ JEFFREY円
STRAIN et al.6).7>， JEFFREy8))。しかし， STRAIN et al.6.) 7>がすでに指摘しているよう

に，プロバノーノレを含む石油エーテJレを展開溶媒として用いた場合には，展開中に色素，

特にカロチノイド系色素が酸化あるいは変性しやすく，且つクロロフィル系色素も分解

しやすくなる。それゆえ STRAINet al.りは，一次元を 1%の nープロバノーノレを含む

石油エーテノレ・エーテJレ(1:1， vJv)混液で展開し，二次元を石油エーテル・クロロホJレ

ム(3:1， vJv)で展開することを推奨している。しかし筆者らは，でき得る限P色素類の

分解や変性を防ぐ展開溶媒を探すと同時に，展開条件についても，幾つかの検討を行な

ってみた。その結果，展開溶媒として0.5%の nープロパノーJレを含む nーへキサン・

エーテル (70:30， vJv)混液で第一次の展開を行い，ついで nーへキサン・クロロホノレム

(60: 40， vJv)混液で第二次の展開を行うと，多種類のクロロフィル系色素とカロチノイ

ド系色素のそれぞれを迅速，且つ効果的に分離し得ることがわかった1)， 2)，的。そしてこ

の方法では，第一次元の展開に要する時間は約2-5分，第二次元のそれも約3-6分

であり，また，第一次元展開，第二次元展開共に，原点から 5cmの距離まで展開すれ

ば，良好な色素類の分離がみられた。ただし，試料中に Chl.a， b， Cb Cal).10)とは異な

る極性の高い特異なクロロフィル系色素が多種類含まれている場合には，すでに報告し

たセノレローズパウダーカラムクロマトグラフィ_1)， 2).16)，2叫によらねば，これらの緑色

色素類の分離は，良好な結果を得ることが困難であった。なお，光合成色素のセJレロー

ズバウダーカラムクロマトグラフィーに関しては，続報中に詳述したい。

b) 分離操作

二次元ペーパークロマトグラフィーの分離操作は，試料である色素のエーテル溶液

を， 2μlのマイクロピペットで滅紙(東洋減紙 KK製， No. 51， 20x20cm)上に 10-

20μlスポットし，約5分間風乾ののち，冷暗室 WC)に置いた摺P合せ蓋付の硝子製

展開槽中で，第一次及び第二次の展開を行なった。第一次の展開槽中には nーヘキサン

・エーテル・ nープロパノーJレ(70:30: O. 5， v/v!v)混液200mlを入れ，第二次の展開槽

中には同じく 200mlのnーへキサン・クロロホノレム (60:40，vJv)混液を入れた。この

後，両展開槽中の展開溶媒を槽内でよく振とうしたのち約30分間静置し，展開槽内に各

々の展開溶媒が充分飽和した条件下で，上記の二次元ペーパークロマトグラフィーを行

なった。
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c) 色素名の同定

この方法によって得られた二次元ペーパークロマトグラム上に展開された各々の光合

成色素のスポットの同定は，以下のように慎重を期した。すなわち，後述のセルローズ

バクダーカラムクロマトグラフィーによって単離し，各々単離した分画の吸収スベクト

ルをマルチパーパス自記分光光度計(島津製MPS-50L)とスプリットビーム自記分光

光度計(目立製124型)で測定した後，クロロフィノレ系色素については SMITHand 

BENITEZ (1955)の論文11)と，カロチノイド系色素については GOODWINの論文12)とそ

れぞれ照合して色素名の同定を行なった各色素を，試料と混合して別に二次元展開し，

ペーパークロマトグラム上の色素名の同定を行なった。シホナキサンチンとシホネイン

に関しては， YOKOHAMA et al.mの同定した試料を用いてスポットの同定を行なった。

以下，様々な生長期や生殖期にある緑藻類，海産種子植物，褐藻類，紅藻類，その他

の藻類に含まれている光合成色素を，二次元ペーパークロマトグラフィーitよって分離

した際に得られるペーパークロマトグラムについて述べる。

3. 7ナアオサに含まれている光合成色衰の分磁方法に関する検討

若いアナアオサlこ含まれている色素を上述の方法で抽出，転溶，濃縮し，二次元展開

すると， Fig.1のようなクロマトグラムが得られる。この図では，クロマトグラムの右

上端から左下端の原点へかけて，sーカロチン (s)，Jレテイン (1)，ピオラキサンチン (v)，

First run 

/ .5一一+

Origin Second run 

仁コ
Orange or ye 11 011 spots 

堅~
Blue-green or yellow-green 

spots 

Fig. 1. Two.dimensional paper chromatogram of pigments in Ulva T町布sa. Chromatographic 
solvent for first run is a mixture of n品目阻e.diethylether皿 dn.propanol (70:鈎:0.5.v/v/v). 

and that for second run is n.hexane and chloroform (ω:40. v/v). Notations:かかcarotene

(orange). 1: lutein (yell。同， v: viol田副thin(yellow). a: chlorophyI¥ a (blue-green). b: 

chlorophyll b (yellow-green). n: neoxanthin (yellow). 
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クロロフィル a(a. Chl. aと略記する).クロロフィル b(b. Chl. bと略記する).ネ

オキサンチン (n)のスポットが認められる。 Fig.1に示した各色素の Rf値は，第一

次展開時の Chl.aのRf値が0.5.第二次展開時のそれが0.4になるように展開した

場合の Rf値である。 Chl.aのRf値が上記の値をとるように展開を行うと，殆んど全

ての脂溶性光合成色素を良好に分離することができる。

第2号類第25巻藻58 

B 。β
o.O~P' 
v 

a 

A 。β
gゑρvo@pa 
b⑧V 
0.13 

13c 
do 
D C 

Z
2
e
h
u
F
帥

L
P
L

Y， 

ー圃・--事惨

Fig. 2. Two.dimensional paper chromatograms of pigments in young (A， B and C) and fruiting 
fronds (D) of Ulva tert凶 a. Solvents for 6rst run are 0.5% n・propanolin Iight petroleum 
ether in A and C， and a mixture of n.hexane. diethylether and n・propanol(70:30:0.5， v/v/v) 
in B and D， and that for second run is of n-hexane and chloroform (印:40，v/v) in all cases. 
Notations: s: Il-carotene (orange)， Ca: carotenes (orange)， 1: lutein (yellow)， v: violaxanthin 
(yellow)， ylo y2 and y3: yellow spots (yellow)， a: chlorophyll a (blue-green)， b: chlorophyll 
b (yellow-green)， Pa: pheophytin a【grey.green)，Pb: pheophytin b (yellow-grey)， glo g2 and 
g8: green spots (green or grey-gree). 
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従来多くの研究者らによって報ぜられている方法に従って， 0.8%の nープロパノー

ノレを含む石油エーテルで第一次の展開を行ない，第二次を nーへキサン・クロロホルム

(60:40， vJv)混液で展開すると Fig.2Aに示した如く，前述の色素以外にフェオフィチ

ンa(Pa)とクロマトグラムの左端に緑色スポット (gl)が現われ，原点近くに3箇の黄

色スポット (YhY2， Ya)の認められる場合が数多くあった。クロマトグラムの左端に見

られるこのような緑色スポット (gl)は，滅紙に同じ試料をスポットしたのち， 12時間

冷暗所(5OC)で滅紙を乾燥させた後，筆者らの考案した展開溶媒nーヘキサン・エーテ

ノレ・ nープロパノーノレ σ0:30: O. 5， vJvJv)混液で第一次を，第二次を nーへキサン・ク

ロロホノレム (60:40，vJv)混液で展開した場合も濃く現われ， Fig.2Bに見られる如くそ

の数も緑色スポット ghg2と2種類に増える。このようなことからみると， Fig.2Aに

おいて第一次を 0.8%nープロパノールを含む石油エーテノレで展開した際に生じた緑色

スポット glは，第一次の展開時に Chl.aが酸化などによって変性したため生じたス

ポットで;まないかと推測される。また一方，溶紙に試料をスポットしたのち， 24時間冷

暗所で乾燥し，第一次を 0.8%の nープロパノールを含む石油エーテルで展開し，第二

次を nーヘキサン・クロロホノレム (60:40，vJv)混液で展開した場合には， Fig.2Cに示

した如く，フェオフィチン a(Pa)とb(Pめの濃い緑灰色のスポットが現われ，同時

にChl.aとb以外にも，クロマトグラムの左端に3種類の濃い緑色スポット ghg2， ga 

が現われ，かつクロマトグラムの左右の下端には，カロチノイド系色素の酸化物ではな

いかと推測される 3箇の黄色スポット YhY2， れが認められた。

このように，第一次を 0.8%nープロパノールを含む石油エーテ/レで展開すると，

STRAIN et al.6)，りがすでに指摘している如く，カロチノイド系色素の酸化によって生じ

たのではないかと考えられる黄色スポットの数が増える傾向があり，またクロロフィノレ

系色素の変性も起り易くなるようである。このように，ペーパークロマトグラフィーを

行う際には，展開溶媒の選択によほどの注意を払わなければならないものと考えられる。

以上の点から，筆者らの方法は，現在の所かなり確実，有効な光合成色素の二次元ペー

ノξークロマトグラフィーと考えられるので，本報においては以後全て，第一次を nーへ

キサン・エーテIレ・ nープロパノ-}レ (70:30:0.5，vJvJv)混液で，第二次を nーヘキサ

ン・クロロホノレム (60:40，vJv)混液で展開を行なった結果をあげる。

4. 緑藻の生殖に伴なう光合成色素の変化

海藻の生殖に伴う光合成色素の変化が肉眼ではっきりと見分けられる種類の中にアナ

アオサとウスパアオノリがある。アナアオサやウスパアオノリでは，生殖部は藻体の縁

辺部から順次造られてゆくが，生殖期に入ったこれらの藻体の縁辺部は，育緑色から澄

黄色あるいは黄緑色の帯状に変色するので，栄養部(非生殖部)の緑色と肉眼でも容易

に区別することができる。すでに STRAIN凶や HAXOand CLENDNINGU>らは，この
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ように樫黄色や黄緑色あるいは褐緑色に変色したアオサ類の生殖部においては，栄養部

に比べて Chl.a， bのみならず，カロチノイド系色素の含量や組成に大きな変化の起る

ことを報告している。そこで筆者らも，アナアオサの幼体と雄性記偶予を造っている成

熟体の生殖帯を切り取り，その色素を比較してみた。 Fig.2Dに雄性配偶子形成部から

抽出した色素のペーパークロマトグラムを示す。 Fig.1とFig.2Dとを比較してわか

るように，アナアオサの雄性配偶子形成部では，sーカロチンと αーカロチン及び rー
カロチンの混合したスポットと老えられる10カロチンのスポット (Ca)が濃く大きくな

り， Chl. aのスポットが若い藻体に比べて小さく淡くなっていた。同様の結果は，セル

ローズパウダーカラムクロマトグラフィーで各々の色素分画を分離定量した場合にも得

られ，アナアオサの生殖部では Chl.aの含量が減少し，カロチンの含量が著しく増加

していた2)。

能登半島においては，初春の頃クスパアオノリが繁茂する。このウスパアオノリは，

アナアオサの場合と同様大略6日周期で生殖を繰り返しているので，若いウスパアオノ

リと援黄色に変色した生殖帯を造っている成熟体の生殖部に含まれている光合成色素を

比較してみた。 Fig.3Aに示した如く，若いワスパアオノリに含まれている光合成色素

の組成は， Fig.1に示した若いアナアオサのそれとほぼ同じであった。しかし，樫黄色

に変色した生殖帯に含まれている色素のペーパークロマトグラム上には， Fig.3の B

とCに示した如く ，ßーカロチン以外I~ rーカロチンのスポットが現われる場合もあり，
Chl. a， b以外にフェオフィチン a(Pa)とb(Pめのスポットが現われ，その上さらに

3箇或は4筒の緑色スポット g"g5' ge， g7が原点或は原点付近にはっきりと認められ

た。これらの極性の高い緑色スポット g，-g7に関して得られた幾つかの知見に関して
はすでに報告した1}，2)， 9)， 18>。これらのg，-g7に属する緑色色素は， Fig.2のA，B， C 
で認められたような第一次の展開時に生じ易い Chl.a， bやカロチノイド系色素の変性

物ではなく，抽出時の藻体にすでに含まれていたものと考えられる。というのは，幼体

を生殖帯の場合と同様な方法で抽出して第一次の展開を行ない，これを12時間派暗所に

放置して第二次の展開を行なった場合には，クロマトグラムは Fig.3Dのようになっ

た。これはFig.2Cに示した場合と同様，第一次の展開を行なった後，織紙を冷暗所に

放置しておくと， Chl. aは殆んど変化してクロマトグラムの左端に2簡の緑色色素のス

ポット ghgaとして現われ，また Chl.bも一部変化して，第二次の展開を行なっても

殆んど移動しない緑色スポット&になってしまう (Fig.3D)。このような場合には，

Jレティン，ビオラキサンチン，ネオキサンチジなどのカロチノイドのスポットも，酸化

による変性のためであろうと推測されるが，消失してしまっている。ただし，このよう

な場合でも Fig.3のBやCに見られるような Rf値をもっ緑色スポット g，-g7は認
められなかった (Fig.3D)。一方，ワスパアオノPの若い生漆体と成熟した生藻体の生

殖帯の生藻体吸収スペクトルを，マルチバーパース自記分光光度計で測定した場合にも，

"""'" 12-
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Fig. 3. Two.dimensional paper chromatograms of pigments in young (A) and fruiting fronds 

(B， C and D) of Enteromurpha lin:ta. Solvent for畳間trun is a mixture of n.hexane， di. 
ethylether and n，・propanol(70: 30: 0.5， v I v I v)， and that for second n皿 isof n-hexane and 
chloroform (60:40， v/v). Nota~ion.: s: s-carotene (orange)， r: r-carotene何回，ge)， 1: lutem 
(yellow)， v: violaxanthin (yellow)， n: neoxanthin (yellow)， y2: yellow spot (yellow)， a: 
chlorophyll a (blue-green)， b: chlorophyll b (yellow-geen)， Pa: pheophytin a (grey-green)， 
Pb: pheophytin b (yellow-grey)， gl， g2， g3， g4， g5， g6 and g7: green spots . (green or dsrk-
green). 

ーーーーー→，

紫色光域~青色光域 (Soret吸収帯)にかけて，クロロフィ1レ系色素の変化に由来する

と考えられる著しい吸収スペクトルの変化が認められた九このような dataから考え

て， Fig.3のBやCめクロマトグラム上で，原点或は原点付近に現われた極性の高い

緑色スポット g4-g7は，色素の分析時に生じた artifactと考えるよりも，ウスパアオ

ノリの成熟藻体の生殖帯において，クロロフィル系色素組成に何らかの変化が起るため

生じた緑色スポットではないかと推測される。
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深所生の緑藻に含まれている光合成色素

上述のアナアオサやウスパアオノリ等は浅所産であるが，他の深所産緑藻属種中には，

シホナキサンチンやシホネイン等のカロチノイドが含まれていることを， STRAIN14)， 

KLEINING and EGGER17>， RICKETTSI8)らが報告している。これらのカロチノイドは，

Siphonous algaeに特異的なものとみなされていたが，最近， YOKOHAMA et al.18)は，

5. 

5 。β4 

¥)0{ 

'o.t!tS" 

7 

験，Qv'O

拶グ
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1_0β 

"~ 
乞
コ
'
』
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ヤ

L

Second run • 

Fig. 4， 5， 6 and 7. Two-dimensional paper chromatograms of pigments in young fronds of Ulva 
japonica (Fig. 4)， Codium mamillosa (Fig. 5) and in yonng leaves of Zostera marina (Fig. 
6) and Halophyla ovalis (Fig.7). 50lvent for五回trun is a mixture of n-hexane， diethylether 
and n-propanol (70 30.0_5， v/v/v)， and that for second run is of n-hexane and chlorofor閣
(60川0，v/v). NotatIons: s; s.carotene (orange)，α:α・carotene(yellow)， 1: lutein (yellow)， 
v: violaxanthin (yellow)， n; neoxanthin (yellow)， 5x: siphonaxanthin (orange)， 5n; siphonein 
(orange)， a: chlorophyll a (blue-green)， b: chlorophyll b (yellow-green)， PC; protochlorophyll? 
(yellow-green). 
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シホナキサンチンがアオサ属中の深所産種ヤプレグサにも含まれていることを見い出す

と共に，このキサントフィルは生体内で 540nm付近の緑色光域に吸収帯を持ち，深所

産緑藻にとって沿岸深所の緑色光を捕促する光合成色素として重要性をもつものと推論

しており，筆者らもセルローズパウダーカラムクロマトグラフィーによってヤプレグサ

に含まれている光合成色素の分析を行なった結果， YOKOHAMA et al.13) と同様のシホナ

キサンチン類似のカロチノイド分画を得ると同時に，シホナキサンチンよりさらに強い

緑色光~黄色光の吸光能力を持つカロチノイドとクロロフィル系色素の複合した数種の

極性の非常に高い緑色色素分函を得た(19731))。なお深所産緑漢には，シホナキサンチ

ンとそのエステルであるシホネインのうち，前者のみを含むもの(ヤブレグサ，チャシ

オグサ，タマゴパロニア等)と両者共に含むもの(ハネモ，ミル類等)との 2型がある。

そこで筆者らは，シホナキサンチンのみを含むものとして伊豆半島下回の水深 10m付

近で採集したヤプレグサを，シホナキサンチンとシホネインを含むものとしてほぼ同じ

深さで採集したタマミルを用いた。これらから色素を抽出し，二次元展開したペーパー

クロマトグラムは Fig.4とFig.5に示すようなものであった。

Fig.4に見られるように，ヤプレグサには Pーカロチン，ビオラキサンチン， Chl. 
a， Chl. b，シホナキサンチン (Sx)のスポットと原点に濃い燈色のスポットが認められ，

Jレテインのスポットは見られなかった。また Siphonales(クダモ目)に属するタマミノレ

では， Fig.5に示されるように STRAIN凶がすでに報告している dーカロチン，シホ

ネイン (Sn)，Chl. a， Chl. b，ネオキサンチン，シホナキサンチン (Sx)と考えられるス

ポットがはっきりと認められ. sーカロチンとルテイン及びビオラキサンチンのスポッ

トは見られなかった。さらにタマミルの場合もまた原点に濃く澄色のスポットが認めら

れた。これらの結果を，浅所産の緑藻や次に述べる海産種子植物での結果と比較すると，

ヤブレグサにはルテインの代りにシホナキサンチンが含まれており，さらにタマミルで

はPーカロチンとビオラキサンチンの代りに aーカロチンとシホネインが含まれている
と考えられる。

6. 海産種子植物に含まれている光合成色素

浅所産の緑藻や深所産の緑藻と比較するため，主に水深5m付近に生育しているアマ

モとウミヒノレモについて，含まれている光合成色素の組成を調べてみた。 Fig.6に種子

植物単子葉綱ヒルムシロ科に属するアマモに含まれている色素のペーパークロマトグラ

ムを示した。アマモに含まれている色素は，sーカロチン，ルテイン，ビオラキサンチ
ン， Chl. a， Chl. b，ネオキサンチンであり，原点にプロトクロロフィノレ (PC)と推定さ

れる黄緑色のスポットが認められる以外は，若いアナアオサやウスパアオノリの色素組

成とほぼ同一であった。また，同じく海産種子植物でドチカガミ科に属し，生理学的に

は海藻の場合と同様，棄が光合成と栄養塩類の吸収とを兼ねている19>ウミヒルモに含ま
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れている光合成色素の組成を調べてみた。 Fig.7に見られる如く，ウミヒノレモもアマモ

の場合と同様，原点にプロトクロロフィル (PC)と推定される黄緑色のスポットが認め

られる以外は，浅所産の若い緑藻とほぼ同じクロマトグラムが得られた。このようにア

マモもウミヒルモも，陸上植物の業と大略同じ色素組成をもっていたが，これら海産種

子植物にはぜアキサンチンのスポットは認められなかった。なお，原点に留まっている

黄緑色のプロトクロロフィルと推定されるスポットの色素名は，セルローズパウダーカ

ラムクロマトグラフィーにより，との色素を単離したのちでなければ現在の所はっきり

とした判定を下し難い。つづく)

Summary 

Photosynthetic pigments obtained from seaweeds and sea grasses were 

analyzed by two.dimensional paper chromatography improved by the present 

author. Used materials were Enteromorpha linza， ul叩 pertusa，U. japonica 

and Codium mamillosa in green algae and Zostera marina and Halophyla ovalis 

m sea grasses. 

Preparation of pigments: Pigments were extracted in a small volume of 

absolute methanol containing a few grains of basic magnesium carbonate. After 

addition of an equal volume of diethylether and three fold excess of 10% sodium 

chloride solution in relation to the extract， the pigments were transferred into 

the ether layer by shaking gently in a separation funnel. The ether layer was 

removed and concentrated under a reduced pressure. The concentrate was 

applied to paper chromatography. 

Paper chromatography: Two.dimensional paper chromatography was car. 

ried out at 50C in the dark， using Toyo五lterpaper No. 51 (20x20cm). The 

solvent for first run was a mixture of n.hexane， diethyl.ether and n・propanol

(70:30:0ムvfvfv)，because it gave the best resolution of carotenes， lutein， pheo・

phytins and chlorophylls among solvents emplyed so far. For second run， a 

mixture of n.hexane and chloroform (60:40， vfv) proved to be the best solvent 

system for obtaining clearly separated spots of violaxanthin， siphonein and 

siphonaxanthin from chlorophylls a and b. The spots were developed for about 

5 min in each run and allowed to dry for a few minutes after each develop. 

ment. 

Since the solvent ratio in both systems is very important for obtaining 

good separation of the pigments， the solvents were freshly mixed up each day. 

When this solvent system was employed， chlorophylI a formed a spot with Rf 
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value of about 0.5 in firs't run and 0.4 in second run. Most of spots were 

identified after Smith and Benitez's system for chlorophylls (1955) and Goodwin's 

system for carotenoids (1955). Several new spots were found on the chroma-

togram， whose characteristics will be reported in the following reports. 

Results: In accordance with changes in growing stages and environmental 

conditions some remarkable differences in the composition of the pigment systems 

of the fronds were observed. In the case of Ulva japonica and Codium 

mamillosa， inhabitants in a deeper place， spots of siphonaxanthin， siphonein and 

new unidenti五edorange-green substances were obtained on the chromatogram. 

In young fronds of U. pertusa， s-carotene， lutein， violaxanthin， chlorophyll a， 

chlorophyll b and neoxanthin were observed as independent spots (Fig. 1). The 

pigment composition of young fronds of E. linza was identical with that of U. 

pertusa. However， in the reproductive stage of the former， three new green 

pigments were observed (Fig. 3). In U. jaρonica， there was a new orange spot 

at the origin in addition to a distinguished spot of siphonaxanthin， although 

the spot of lutein disappeared (Fig. 4). In siphonalean algae C. mamillosa， 

siphonaxanthin， its ester， siphonein and a-carotene could be identified instead 

of s-carotene， lutein and violaxanthin， and the former seem to be substituents 

for the latter (Fig. 5). 

The pigment compositions of leaves of sea grasses， Zostera mal'ina and 

Halophyla ovalis were identical with those of leaves of terrestrial higher plants， 

although the spot of zeaxanthin was not detected in these sea grasses (Fig. 6 

and η. 
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ROY T. TSUDAホ andWILLIAM J. TOBIAS紳 MarineBenthic 

AIgae from the Northern Mariana Islands， Chlorophyta and Phaeophyta 

Introduetion 

This report represents the五rstaccount of the marine benthic algae from 

the nine northern Mariana 1slands. The algae were coIlected during seven ex-

peditions-July 1970 (J. VilIagomez aboard the Trust Territory五eldtri p vessel)， 

February 1971 (R. H. RandaIl aboard the “USS Grasp" 
a油bo伺ar吋dt出he“Wa佃nder問er"門"勺')， June 197冗1and July 1四97.抱2(M. V. C. Falanruw aboard 

the “Wanderer")， January 1975 (W.J. To油bi加a白saぬbo伺ar吋dthe “Ne町wWo凶rld"

July 1目97花5(侭R.R恥eche油beiand L.G. E回ldむredg伊ea油bo伺ar吋dthe “Ne何wWo凶dd"

the specimens日is試te吋din t仏hi匂spa句pe町rare deposited in the Herbarium of the 

University of Guam Marine Laboratory. 

The nine islands of the northern Marianas， located between 16022' N and 

20032' N latitude， and 144054' E and 145051' E longitude， extend north-south 

approximately 483km and form a convex ridge midway between Honshu and 

New Guinea. AIl of the northern Mariana 1slands are volcanic in origin with 

a combined area of less than one-針ththat of the southern chain. 

Colleeting Stations 

Anatahan (16022' N， 145040' E)ーSoutheastside， 0-30m deep， II-14-71， R.H. 

RandaIl (RT 4808-4846， RT 4884-4887); west coast near “Observation Spotヘ
intertidal zone along beach boulders， lava barricade， and landward tidepools， 

1-8ー75，W.J. Tobias (WJT 1-27)・

Sarigan (16042' N， 145047' E)-V1-25-71， M. V. C. Falanruw (MVCF 1978). 

Guguan (17019' N， 145051' E)-West bay anchorage， 15m deep， black sand and 

large boulders covered with black silt to coral ledge， 1-10-75， W. J. Tobias 

(WJT 28-49， WJT 87-88); western shore at lava sow， sloping boulder bot-

tom with vertical waIl extending from shore to 20m drop-off， 1-11-75， W.J. 

* The Marine Lab。四.tory，Universi.ty of Gua皿， P.O.BoxEK， Ag回 a.Guam鋭均10.
** Arti五cialUpwelling Maricul.ture Proiec.t， Universi.ty of Texas Marine Biology S.tation， P. O. Z， 
K.ingshill， S.t. Croix， U. S. Virgin Island. ∞850. 
BuIl. Jap. Soc. Phycol. 25: 46-51， 1977. 
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Tobias (丸iV]T50-86); drop-o任 at20m， and shelf at 6-9m， VII-12-75， R. 

Rechebei (RT 5028-5043); sandy area， 6m deep， VII-12-75， R. Rechebei (RT 

5044-50臼).

Alamagan (17036' N， 145050' E)-Southwest bay anchorage， submerged reef flat 

platform sloping from shore boulder zone to 20 m terrace， 1-12-75， W.]. 

Tobias (W]T 93-118). 

Pagan (18007' N， 145046' E)-Tarague Beach， VII-29-70，]. Villagomez (RT 4888-

4891); Degusa Beach， in small tidepools， IV-8-71， H. K. Larson (RT 4892-

4927); Degusa Beach anchorage， intertidal zone， raised limestone buttress 

system with consolidated sand， 1-14-75， W.]. Tobias (W]T 119-142); Degusa 

Beach anchorage， gradually sloping sand bottom interspersed with coral 

mounds from exposed buttress system to 15 m deep， 1-16-75， W.]. Tobias 

(W]T 143-174); Pagan Harbor， 6-16m deep， slope on southern side， VII-6-

75， R. Rechebei (RT 4949-4961); reef bench and tidepools， VII-6-75， R. 

Rechebei (RT 4962-4978)_ 

Agrihan (18046' N， 145040' E)-West side， 0-20 m deep， 11-12-71， R. H. Randall 

(RT 4781-4807); west coast lava flow north of anchorage， large mounds and 

crevices， 20m deep， 1-17-75， W.]. Tobias (WJT 176-205). 

Asuncion (19040' N， 145024' E)-Southwest bay anchorage， large boulders cov-

ered with fine black sediment， 15m deep， 1-18-75， W.]. Tobias (W]T 206-

224); rich coral zone， 5-14m cleep， VII-7-75， R. Rechebei (RT 4979-4986). 

Maug (20001' N， 145013' E)-Inner lagoon， 2-30 m deep， 11-10-71， R. H. Randall 

(RT 4847-4883); 4 m deep， VII-5-72， M. V. C. Falanruw (RT 4931-4948); 

west encl of North Island， large boulders covered with fine black sediment 

near shore to 20m drop-off， 1-19-75， W.]. Tobias (W]T 225-278); inner side 

of可NestIsland， lush coral growth， VII-9-75， R. Rechebei (RT 4987-4988); 

inner side of West Island， 3-24m deep， VII-9-75， R. Rechebei (RT 4989-

5013); western side of East Island， sandy bottom， 9-13 m deep， VII-9-75， 

R. Rechebei (RT 5017-5027); northeast side of East Island， tidepools， VII-

9-75， L. G. Eldredge (RT 5014-5016) 

Uracas (20032' N， 144054' E)-Anchorage at south coast， volcanic finger extend-

ing from shore to 25m deep， 1-20-75， W.]. Tobias (W]T 279-289， W]T 

291-301); intertidal zone on wave eroded lava， 1-20-75， W.]. Tobias (W]T 

290). 
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Algal Lioting 

Division Chlorophyta 

Enterolllorpha intestillalis (L.) Link-Anatahan: ¥VjT 7. 

Avminvillea lacerata Gepp-Anatahan: WjT 4. 

Call1erpa ambigua Okamura-Uracas: WjT 289. 

Caulerpa filicoides YamadaーGuguan:WjT 56， RT 5039， RT 5049; Alamagan: 

WjT 103; Asuncion: WjT 208; Maug: WjT 242， RT 4882， RT 4938. 

Call1erpa racemosa (Forsskal) }. Ag.-Anatahan: RT 4812， RT 4回5，W}T 5; 

Alamagan: W}T 104; Pagan: WjT 122， RT 4976; Agrihan: W}T 184; Maug: 

RT 4851， RT 4940， W}T 249， RT 5002. 

Call1erpa serrulata (Forsskal) }. Ag.-Sarigan: MVCF 1978; Guguan: ¥VjT 36， 

W}T 60， RT 5036， RT 5057; Alamagan: W}T 102; Pagan: RT 4950; Asuncion: 

RT 4981; Maug: RT 4848， RT 4946， W}T 244， RT 4991， RT 5018. 

Call1erρa sertuZarioides (Gmel.) Howe-Uracas:、;V}T283. 

CauZerpa taxifoZia (Vahl) C. Ag.-Maug: RT 4947， W}T 246. 

CallZerpa vickersiae Boerg.-Guguan: W}T 80; Maug: RT 5027. 

Caulerpa webbiana Montagne-Guguan: Vl}T 77， RT 5048; Maug: ¥V}T 243; 

Uracas: W}T 282. 

Derbesia attenuata Dawson-Alamagan: WJT 106; Pagan: ''V}T 150. 

HaZimeda discoidea Decaisne-Anatahan: W}T 6; Guguan: RT 5052; Alamagan: 

W}T 99; Pagan: W}T 155; Agrihan: W}T 185; Maug: RT 4942， W}T 237， 

RT 5007， RT 5025. 

Halimeda opuntia (L.) Lamx.-Anatahan: RT 4825; Guguan: RT 5050， RT 5051; 

Alamagan: W}T 100， W}T 101; Pagan: RT 4951; Asuncion: RT 4985; Maug: 

RT 4849， RT 4944， W}T 236， RT 5026; Uracas: W}T 285. 

PselldochZorodesmis furcellata (Zanard.) Boerg.ーGuguan:W}T 47. 

RhipiZia orientaZis A. & E.S. Gepp-Anatahan: RT 4823; Guguan: ¥V}T 34， 

W}T 57， RT 5042， RT 5055. 

Tyd印刷miaexpeditionis W. v. Bosse-Anatahan: RT 4817 (glomeruli); Guguan: 

W}T 32 (:Babellate)， W}T 54 (sabellate and glomeruli)， RT 5041 (glomeruli)， 

RT 5047 (glomeruli); Agrihan: RT 4788 (sabellate)，丸;V}T180 (:Babellate); 

Maug: RT 4870 (sabellate)， W}T 238 (glomeruli)， W}T 250 (sabellate)， RT 

4987 (glomeruli); Uracas: W}T 287 (sabellate). 

Udotea javensis (Montagne) A. & E. S. Gepp-Uracas: W}T 288. 
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Boergesenia forbesii (Harv.) Feldmann-Anatahan: WjT 3; Pagan: WjT 126， 

WjT 154， RT 4965; Maug: RT 4933. 

Boodlea composita (Harv.) Brand-Guguan: RT 5040; Alamagan: WjT 97; Pagan: 

WjT 123; Maug: WjT 241， RT 5009. 

Cladoph刀rop'$isgracillima Dawson-Pagan: RT 4977. 

cμdophoropsis membranacea (Ag.) Boerg.-Maug: RT 4855. 
Dictyosphaeria cavernosa (Forsskal) Boerg.-Alamagan: WjT 105 (immature); 

Pagan: WjT 124， RT 4962; Agrihan: WjT 186; Asuncion: WjT 212; Maug: 

RT 4853， WjT 239， RT 4932. 

Dictyosphaeria versluysii W. v. Bosse-Agrihan: RT 4785; Uracas: WjT 281. 

Valonia aegagropila C. Ag.-Maug: RT 4852 (in clumps). 

Valonia utricularis (Roth) C. Ag.-Maug: WjT 240. 

Valonia ventricosa j. Ag.-Guguan: WjT 59， RT 5032， RT 5058; Alamagan: 

WjT 96; Pagan: RT 4892， RT 4954; Agrihan: RT 4782， WjT 183; Asuncion: 

WJT 210; Maug: RT 4867， RT 4943， WjT 248， RT 5004， RT 5014; Uracas: 

W，lT 286. 

Acetablllaria exigua Solms-Laubach-Maug: RT 4861b. 

Acetablllaria moebii Solms-Laubach-Pagan: RT 4914， WjT 125， RT 4949; 

Agrihan: RT 4781; Maug: RT 4861a. 

B01'1zetella oligospora Solms-Laubach-Maug: WjT 251. 

Bometella sρ，haerica (Zanard.) Solms-Laubach-Anatahan: RT 4887. 

Neomeris annulata Dickie-Guguan: WjT 35， WjT 58; Alamagan: W]T 98: 

Pagan: WjT 149; Agrihan: RT 4787， WjT 181; Asuncion: WjT 209， RT 

4986; Maug: RT 4871， WjT 253， RT 5022; Uracas: WjT 284. 

Neomeris叩 nbosseaeHowe-Guguan: RT 5060; Pagan: RT 4907. 

Anadyomene wrightii Gray-Agrihan: WjT 182. 

Cladophora socialis Kutz.-Pagan: RT 4967. 

Rhizoclonium implexum (Dillwyn) KUtz.-Guguan: WjT 87. 

Division Phaeophyta 

EctocarρIIS breviarticulatus j. Ag.-Anatahan: WjT 10; Pagan: WjT 133， RT 

4910; Maug: RT 4878. 

Feldmannia indica (Sonder) Womersley & Bailey-Anatahan: W]T 14. 

Sphacelaria furcigera Kutz...，....Pagan: WjT 156 (on dead gorgonian branch). 

Sphacelaria tribuloides Meneghini-Pagan: RT 4898， WjT 131. 
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Dictyopteris repens (Okamura) Boerg.ーGuguan:W]T 45， W]T 61; Maug: RT 

4937， RT 5019; Uracas:羽r]T295a. 

Dictyota bartayresii Lamx.-Anatahan: RT 4836， W]T 13; Guguan: W]T 63， RT 

5029， RT 5063; Alamagan: W]T 107; Pagan: RT 4893， W]T 132; Agrihan: 

RT 4784， W]T 187; Asuncion: W]T 214; Maug: RT 4866， RT 4934， W]T 

254， RT 4993; Uracas: W]T 295b. 

Dictyota hamifera Setchell-Asuncion: W]T 213. 

Lobop，加ravariegata (Lamx.) Womersley-Anatahan: RT 4812， W]T 12; Guguan: 

W]T 44， W]T 62; Pagan: RT 4891， RT 4911， W]T 157; Agrihan: RT 4798， 

W]T 192; Asuncion: W]T 215; Maug: RT 4869， RT 4931; Uracas: W]T 294. 

Padina jonesii Tsuda-Agrihan: RT 4789， W]T 189; Maug: RT 5017. 

Padina minor Yamada-Anatahan: RT 4邸4，W]T 9; Pagan: W]T 129， RT 4927， 

RT 4969. 

Padina tenuis Bory-Pagan: RT 4923. 

Chnoospora minima (Hering) Papenfuss-Anatahan: W]T 8; Pagan: W]T 134. 

Hormophysa triquetra (L.) Kutz.-Pagan: RT 4970. 

Sargassum cristaefolium C. Ag.-Anatahan: W]T 11 (sterile); Pagan: RT 48田

(fertile)， W]T 128 (sterile)， RT 4978 (fertile); Maug: RT 5016 (fertile); 

Uracas: W]T 291 (tentative identification of immature specimen). 

Sargassum polycystum C. Ag.-Pagan: RT 4896 (a single branch ca. 3cm long). 

Turbinari・aornata (Turn.) ]. Ag.-Pagan: RT 4922; Asuncion: RT 4980; Maug: 

RT 4847， RT 4945， RT 4988. 

Discussion 

Thirty-five species of Chlorophyta and 16 species of Phaeophyta are reported 

here from the northern Mariana Islands. The presence of Dictyota hamifera 

on Asuncion and Hormophysa tri・quetraon Pagan represents the first records 

for the Micronesian region. 

The swollen lateral hamate branches borne outside of the dichotomies are 

distinctive of D. hamifera which was first described by Setchell1' from Tahiti. 

W omersley and Bailey田 alsoreport this species from the Solomon Islands and 

cite Taiwan (Formosa) as another area where it occurs. H. triquetra has been 

reported from southern Australia by vYomersley円SolomonIslands by W omersley 

and Bailey2l， Philippines， Malaya and Indonesia by TaylorO， and the Indian 

Ocean by Misra5l • 
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摘要

R.T.ツダホ.W.J.トピアス榊:北部マリナア諸島の海藻，緑藻類と褐藻類

この報告は.北部マリアナ諸島の9つの島から採集された海藻についての最初のリス

トで， 緑藻類35種および褐藻類16種を含む。これらのうち，Dictyota hamiforaと

Hormoρhysa triquetra はミクロネシア海域からの最初の記録である。リストされた標

本のすべては，グヲム大学臨海研究所に保管されている。(*グヲム大学臨海研究所・

紳テキサス大学海洋生物研究所)
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小河久朗本: エゾノネジモクの雌雄性と卵の発生

Hisao OGAWA*: Sexua1ity in Sargassum saganzianum var. yezoense 

and development of its fertilized egg. 

エゾノネジモクは山田"によりネジモクの一変種 (Sarg.ωSlllnsagamItlllum YENDO 

var. yezoense YAMADA) として発表された。 )11嶋2)はその後この海藻の外部形態，群

落，分布等について詳しく報告している。これまでの報告によれば，この海藻は太平洋

側は函館から岩手県南部まで，日本海側は焼尻島を北限として北海道西岸から飛島，途

中とんで欝陵島にまで生育することが知られている(山田・木下町川嶋2).8) 千原・吉

崎43，上家53，野田・斎藤n，野田・萎η)。これまでにこの海藻の生育の知られていない

宮城県，特に牡鹿半島において，エゾノネジモクの分布調査を1975年と19i6年に行なっ

たところ， 1976年夏に採集した藻体中に今までの報告とは異なる特徴を示す個体を見

つけ，また受精卵も同時に得ることができた。以下この海藻の生殖器官の特徴，雄雄性

および怪発生についての観察結果を報告する。

材料および方法

観察に用いた藻体は1976年8月17，18日に宮城県女川町小屋取地先で採集した。護体

の高さは 40-60cm(Fig. 1-1)，基部は癌状扱で (Fig.1-2)，主茎l土三陵形で譲れてい

た (Fig.1-3)。下部の葉は惰円形または長惰円形で縁辺は金縁または鋸歯を有し，上部

の葉は縁状または被針形で，全縁かまたは鋸歯を有していた。生殖器托l土小伎の肢に総

状に生じ，扇圧・箆形であった (Fig.l-4)。これらの特徴は山岡1)および川鳩町の記載

に一致した。

採集した藻体はただちに実験所に持ち帰jJ，雌雄の判定を行うとともに雌雄両株およ

び受精卵を持つ藻体は海水 (17-180C)を流したパットに入れ，随奇固定に供した。固

定にはプアン液 (12-18時間， 40C)を用いた。国定した材料は常法にしたがって5-

10μmのパラフィン切片にっくり，ハイデンハイン氏鉄明磐へマトキシリンで染色し観

察した。

事東北大学農学郎主宰学科 (980仙台市堤通商宮町1-1)
Department of Fishery Science， Faculty of Agriculture， Tahoku University， Sendai， 9W ]apan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol. 25: 52-57， 1977. 
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観察結果

1) )匹発生

エゾノネジモクの卵は他のホンダワラ類と同じよ うに惨状物質に包まれて放出され，

生殖器托の表面に附着していた。未受精卵は 8核を有し，その大きさは長径 220-300

μm (平均 253μm)，短径 190-260μm (平均 218μm)で， 長楕円形をしていた (Fig

T 

Fig. 1ー 1，2， 3， 4. Sa:rgassum sagamia附unvar. yezoellse 
1: Habit of a monoecious frond. 2: Portion of the frond showing the basal part. 3: Portion 

of the frond showing the rnain twisted axis. 4: Portion of the frond showing the spaturated 
receptacles 
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2-1)。受精卵では中央部に 1核だけが見られ，他の 7核は消失していた。 2娘核形成後，

細胞壁が卵中央部を長軸に直角に走り，卵は上下2細胞に分けられた。下部細胞では第

1分割墜と平行に分自l墜が生じ，先端部にレンズ状の細胞，すなわち仮根細胞を切り出

した (Fig.2-2)。仮根細胞を切リ出した幼匪は体積を増大することなく細胞分裂をくり

返して多細胞体となった (Fig.2-3)。仮根細胞は第 1，第2分割壁により 4等分され

た。これら 4細胞は第3分割墜により 8個の小細胞となり (Fig.2-4)，次いで生じた第

4分割獲により16個の小細胞に分けられた (Fig.2-5)。このようにしてできた16個の小

細胞からそれぞれl本の仮根がつくられ，合計16本の第 1次仮根が幼任下部から伸長し

てきた (Fig.2-6)。

2) 両性生殖察

小屋取地先で得られた雌雄同株の藻体の生殖器托の断面を観察すると，雄性生殖察に

島叩高属品崎山台品岬制部~働市山崎臨ぷ山山4日uんふ<.;v:..;ふ」舗副知品川-品砧晶 M シ

Fig.2ーし 2，3， 4， 5， 6. Rhizoid formation in Sargassu.m sagamianu.l1~ var. yezoense. 1: Discharged 

egg containing eight peripheral nuclei. 2: 3-celled embryo cut the small rhizoid cell at the 

basal end. 3: Multicellular embryo. 4: Surface view of the basal part showing eight seg 

ments of the rhizoidal cell. 5: Transverse section of the basal part showing the arrange 

ment of 16 ~egments. 6: Young ernbryo. (Sc.ale. 2ー 1-:1:40μm， 2-4， 5: 20μm， 2-6: 100μm) 
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混じって雌雄の両生殖器官を同一生殖m内に有する冊也生殖裂が見られた (Fig.3-1)。
また同一個体上に雄性生殖築のみを有する生殖器托もみられた。同性生殖察対での雌雄

生殖器官の位置は一定でなく ，多くの場合造卯器は生殖裂の{員IJ昔sから底部に，造精器は

側部から上官官(関口部)にかけて生じていたが，その他のものではこれと異なって関口

部近辺に造卵器が，側部から底部にかけて造精器がみられた (Fig.3-2)。

考 察

山田J)によってネジモクの変革Eとして記載されたエゾノネジモクは外部形態のみなら

ず，}座発生の様式もネジモクと似ていることが想像される。ネジモクの脹先生について

は既に猪野引が観察し，第 1*仮根lま16:2ドで，いわゆる不規則16細胞型であると報告し

ている。ヱゾノネジモクの場合も第 l次仮根は16本で，不規則16細胞型を示し，猪野の

ネジモクの観察と一致した。このことは，ヱゾノネジモクは匪発生においてもネジモク

と同様の性質を有することを示してお!J，ヱゾノネジモクをネジモクの変種とした山田

の考えの妥当性をさらに支持するものと考えられる。

ヒバマ宇 目純物の雌雄性，生殖器一宮の分化については猪野8)，.'九沢田川 が詳しく述べ

ている。それによると雌雄同裂の生殖察は あ即日，Pelvetia， CyslotllOraなど分類iニ低

- 28-



小河:エゾノネジモクの雌雄性と卯の発生 77 

位置にある植物に多くみられ，ホンダワラ属のように高位置にあるものでは希れである。

我国近海に生育するホンダワラ属植物の中で両性生殖察がみられるのは Bactrophycω

亜属中のハハキモク (OGAW以内，シダモク(沢田11)，12))の2種と Eusargassum亙属

のヒラヱモク，ヒュウガモク.フクレミモク，キレパモク，カタワモク(山田14)・15))の
5種である。

ヱゾノネジぞクの雌雄同株体には，雄性生殖察のみ存在するものと雄性生殖案に混じ

って両性生殖察の散在するものの二種類の生殖器托があることから，この同株個体は荷

性雄花向株 (Andromonoecie)としての性質を有していると考えられる。また両性生殖

集中の雌雄生殖器官の配置については一定性はみられず，むしろ分類上下位に位置する

Fu，αlS， Pelvetiaなどに多くみられる生獄察の型に類似し，同じ雌雄同株であってもエ

ゾノネジモクでは Bactrophycus亜属に属するハハキモク，シダモクとは異なった特徴

を示している。もともとヱゾノネジモクは雌雄異様とされており(山間町川嶋2))，小

屋取地先以外の場所で採集した藻体はどれも峰雄異株であった。今回両性雄花同株と考

えられる個体が見つかったことにより，エゾノネジモクには雄株，雄株，雄雄同様の3

種類の株が存在することになる。しかしこれまでホンダワラ類に属する種類のなかでは

1種で3種類の雌雄性 (Trioecie)を有する例は知られていない。何故このような雌雄

同株体が牡鹿半島に生育していたかについての理由は明らかではない。この点について

は今後十分に検討してみたい。また今回見つからなかった雌性生殖察が雌雄同様体に存

在するかどうかを磁かめることは，ヱゾノネジモクのみならずホンダワラ類の雌雄性の

問題を明らかにして行く上で必要であろう。

終りに助言を賜った岡山大学名誉教授猪野俊平博士および本稿の校閲を賜った日本大

学農獣医学部教授新崎盛敏博士に感謝の意を表します。

Summary 

Sargassum sagamianuIII YENDO var. yezoe1lSe YAMADA was known to be 

dioecious (Yamadao， Kawashima2)). Recent1y several specimens showing dif-

ferent characteristics were collected in the Oshika Peninsula， Miyagi Prefecture. 

These fronds were andromonoecious， having hermaphroditic conceptacles and 

male conceptacles on the same receptacle. 

Discharged eggs contained eight peripherally situated nuclei， of which seven 

underwent disintegration during the fertilization. Zygotes repeated the rapid 

divisions and developed into muliticellular embryos. A small rhizoidal cell was 

cut 0任 atthe base of the embryo and it gave rise to 16 segments prior to 

elongation. The manner of embryo development and the rhizoid arrangement 

of this variety was similar to that of Sarg，ωSltlll sagamianum， already been 

- 29-



78 藻類第25巻第2号昭和52年6月

reported by Inoh的.
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岡村の「日本E菜類名集」の初版(敬業社，東京， 276 pp)は1902年2月15日に発行

されており，この中で発表された種類はラテン語の記載や図を伴なわないが，国際植物

命名規約1)第36条の例外規定により正当で合法的なものと見倣すべきである。コンブ類

については前報2)に述べた。その他新種の記載として次の様なものが含まれている。

Eucheuma amakusaensis OKAMURA， p. 35アマクサキリンサイ

PoZysiphonia crassa OKAMURA， p. 62フトイトグサ

Crouania divaricata OKAMURA， p. 79 

Spyridia eZongata OKAMURA， p. 80ナガウブググサ

HaZyseris angustissima OKAMURA， p. 110ホソヤハズ

HaZyse門isdivaricata OKAMURA， p. 110エゾヤハズ

HaZyseris ZatiuscuZa OKAMURA， p. 111ヤハズグサ

Codium subtubuZosa OKAMURA， p. 189ウツロミノレ

Codium intricatum OKAMURA， p. 190モツレミノレ

Codium coactum OKAMURA， p. 190ネザシミル'

このうちからネザ、シミルに関すること，およびその他問題となるべきエゾイシゲにつ

いて述べ，またそれら以外でも日本産の海藻の名前として現在用いられているものの中

に先取権の点から非合法なものがいくつかあるので，以下に列記する。

6.ネザシミ Pレ

日本藻類図譜 (3:141. pl. 134， f. 4-12. 1915)が原記載として一般に受け入れられて

おり，その時の種小名coarctatumが以後用いられている。しかし日本藻類名紫初版190

頁で「体ノ、属平ニシテ地平ニ開張ス，然レドモ其全裏面ヲ以テ他物ニ附着セズ;校ハ相

重畳シテ互ニ癒着ス」という検索表としての diagnosisをつけてあるので，この方が最

初の発表と見倣さなければならない。そしてこの時にはcoactumの種小名が用いられて

いるので，当然この綴りが採用されるべきであり，引用は次の様になる。

Codium coactum OKAMURA， Nippon Sorui Meii 190. 1902. 

-北海道大学理学認構物学教室 (060札幌市北区北10条商8丁目)

Department of Botany， Faculty of Science. Hokkaido University. Sapporo. 060 Japan目

Bull. ]ap. Soc. Phycol. 25: 71-74， 1977. 
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syn.: Codiwn coarctatum OKAMURA， Icon. Jap. Alg. 3: 141. pl. 134， f. 4-12. 1915; 

Nippon Sorui Meii ed. 2. 262. "1916; Nlppon" Kaiso Shi 124. 1936. 

7.エゾイシゲ

学名はふつう PeZ1.'etiawrightii (HARVEY) YENDOど引用されている。しかしこの

名前のもととなった basionymのFucuswrightii HARVEY 1859は Fucuswrightii 

TURNER 1811の laterhomonymであって，非合法な名前であるから，それに基く組

合わせも非合法であって使用できない。

Pelvetia w1なhtiiの名前は岡村がその「名業J1902:138において初めて用いたもの

である。ここで極めて簡単ではあるが検察の形で「体ハ大ニシテ太ク，気胞ハ多少明ナ

リ;本州北部エ産スJとdiagnosisを与え，Fucus wriglztii HARVEYをsynonymと

して引用している。命名上は命名規約第72条の Noteに従ってここで新名が与えられた

として，Pelvetia wrightii OKAMURAと用いあのが正しいと判断される。

8.ヒメユカリ

この種類は岡村が Plocamiumovicornis OKAMURAとして発表したものである。そ

の後 DETONIが NuovaNotarisiaにおいて岡村の論文を紹介した中で Plocamium

oviformeと断日なく綴字を変えており，以後ずっとこの綴りで用いられて来ている。

けれどもこれには綴字変更の理由がなく，最初のものを用いるべきである。

Plocamium ovicornis OKAMURA， Bot. Mag. Tokyo 10: 23. pl. 3， f. 3，4. 1896. 

syn. Plocamill1n oviforme OKAMURA， in DE TONI， Nuova Notarisia 1897:20; 

Syll. Alg. 4: 590. 1900; OKAMURA， Nippon Sortii Meii 46. 1902; Nippon Kaiso 

Shi 616. 1936. 

9.ハネクスダマ

伊豆須崎産の材料で岡村と瀬川により Pleonosporiumpinnatumという名前のもと

に発表された。この pinnatumの種小名はすでに Pleonosporiumpinnatum (CROUAN 

frat. ex J. AGARDH) DE TONIとして存在するので，日本産の植物には laterhomonym 

で使用できない。そこで次の様に新名を用意した。

Pleonosporium segawae YOSHIDA nom. nov. 

=Pleonosporium pinnatum OKAMURA et SEGAWA， in SEGAWA， Sci. Pap. Inst. 

Algol. Res. Hokkaido Univ. 1: 191. f. 10. 1936. 

non Pleonosporium pinnatum (CROUAN frat. ex J. AGARDH) DE TONI， Syll. 

Alg. 4: 1306. 1903. 

10.シオグサ属の3種

目本産シオグサ属に関する阪井の研究8)に収められている種類のうち，ヒメマリモ，

チャボシオグサ，ミナミシオグサについては，その学名が命名規約上違法であるので，

新名を次の様に提案する。
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Cladophora okadae SAKAI et YOSHIDA nom. nov.ヒメマリモ

=Aegagropila sauteri var. minima OKADA， in KOBAYASHI et OKADA， Bull. 

Nat. Sci. Mus. Tokyo 32: 101. f. 3，4. 1953. 

=Cladophora minima (OKADA) SAKAI， Sci. Pap. Inst. AIgol. Res. Hokkaido 

LJniv. 5:79. 1964. 

non Cladophora minima (FOSLIE) DE TONI， Syll. AIg. 1:338. 1889. 

Cladophora okadae f. crassa (SAKAI) SAKAI et YOSHIDA comb. nov.フトヒメ

マリモ

Basionym: Cladophora minima f. crassa SAKAI， Sci. Pap. Inst. AIgol. Res. 

Hokkaido LJniv. 5: 83. f. 40. pl. 10， f. 1. 1964. 

Cladophora ryukyuensis SAKAI et YOSHIDA nom. nov.チャボシオグサ

=Cladophora Jastigiata HARVEY， Proc. Amer. Acad. 4: 333. 1859; SAKAI， Sci. 

Pap. Inst. AIgol. Res. Hokkaido LJniv. 5: 52. f. 24. pl. 1， f. 1. 19臼.

non Cladophora Jastigiata KUTZING， Phyc. Gen. 269. 1843. 

Cladophora meridionalis SAKAI et YOSHIDA nom. nov.ミナミシオグサ

=Cladophora patula SAKAI， Sci. Pap. Inst. AIgol. Res. Hokkaido LJniv. 5:22. 

f. 6，7. pl. 3， f. 2. 1964. 

non Cladophora patula ZANARDINI ex FRAUENFELD， AIg. dalm. Kust. 12. 1855. 

原稿を校閲して下さった北海道大学理学部黒木宗尚教授に深謝する。

Summary 

A species of Codium currently known as Codium coarctatum must be spelled 

c. coactum， because this species was first validly published in OKAMURA'S 
“Nippon Sorui Meii" 1902. Author of the species name Pelvetia wrightii must 

be cited as OKAMURA， not as (HARVEY) YENDO， since Fucusτvrightii HARVEY 

1859 is later homonym of FuαIS wrightii TURNER 1811， in accordance with the 

Article 72 of the ‘Code'. OKAMURA validly published the name. The name 

Plocamium oviJorme was erroneously cited by DE TONI instead of Pl. ovicornis. 

Therefore the latter name should be used. 

New names， Pleonosporium segawae YOSHIDA， CladopllOra okadae SAKAI et 

YOSHIDA， Cladophora ryukyuensis SAKAI et YOSHIDA and Cladophora me7"Idionalis 

SAKAI et YOSHIDA are proposed for Pleonosporium pinnatum OKAMURA et 

SEGAWA (non DE TONI)， Cladophora minuna (OKADA) SAKAI (non DE TONI)， 

Cladophora Jastigiata HARVEY (non KUTZING) and CladophCJra palula SAKAI 

(non ZANARDlNI ex FRAUENFELD)， respectively. 
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その重要性を認識し，近代生物学的手法により藻類の遺伝の研究を最初に行なった学

者はパッシャー(A.PASCHER)であるという。緑藻クラミドモナスを用いてた彼の研究

の成果は1916年に予報として出され，次いで詳しい本論文は1918年に出版された。パッ

シャーはまた若干の予備的研究結果とともに，緑藻サヤミドロが遺伝の研究に好適な材

料であることを述べた論文も同年に出している。 スクリプス海洋研究所教授の LEWJN

博士の編集により今回出版された「藻類の遺伝学」には，付章としてこれらの記念すべ

きパッシャーの論文(独語)が英文に訳されて掲載されている。また他の付章には，

1930-1940年代に著書々しい脚光を浴びて登場したメーヴス (F.MOEWUS)のクラミドモ

ナスなどの性決定物質や遺伝に関する一連の研究結果が，戦後退試実験を行なったアメ

リカのいずれの学者逮によっても殆んど再現することができなかったという，いわばこ

の学問分野の研究の裏面史的性格をもった内容も盛られていて興味をそそる。さて， 13 

章からなる本文はどうかというと，ここには最近急速に発展を見た藻類の週伝学がそれ

ぞれの分野の第一線の研究者により総説的に記述されている。 内容は藍藻の mutants

を用いての遺伝子交換，緑藻クラミドモナスの鞭毛，細胞壁，葉緑体の遺伝などから，

ボルポクス類，接合潔類，アオサ，カサノリ，シヤジクモなどのメンデル性遺伝学にま

で及ぶ。最近，流行語の一つに「藻類の生物学的穏の認識へのアプローチ」などがある

が，その方面に興味を持たれる方には本舎の後半部はよいガイドの役を果してくれる。

(筑波大学生物科学系千原光雄)
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ノート

大野正夫・ ケープタウン沿岸の海藻採集 ノート Masao OH?¥O・The

coIlecting note of s巴aweeds on th巴 coastof Cape Peninsula， South 

Africa. 

筆者は，16次南極地械観測隊々員として“ふじ"に乗船し，帰路南ア連邦のケープタ

ウン{こ1975年3月7日よ り15日まで寄港した。ケープタウンは日本の南極観測が始って

以来寄港してきたところなので，南極に行った2菜類研究者の何人かは訪れている。 ケー
プタウンには，親日家の生物学研究者が幾人かおり，毎回生物関係の観測隊員は観迎を

受けている。海藻関係では，ケープタ ウン市の SeaPointにある国立の SeaFisheries 

Branchの所長である R.H. SIMONS氏がいる。 この研究所は南ア連邦の代表的な水産

関係の研究機関であリ， 20数人の研究スタッ フがおリプランクトン，貝類，魚類などの

部門がある。このなかで所長を海藻学者が占めているのに興味が持たれた。彼{土ケープ

タウン大学にも研究室をもってお り，研究(立主に大学で行なっているそうである。彼の

専攻は分類学方聞であり ，目下ケープタクン周辺の海藻のMonographをまとめており

原稿をみせてもらったが，ほぼ完成してお 日近く研究所の報告として発表するとのこと

である。特に紅藻の分類に興味があるが，南アには研究者が少ないので，生態から増殖

まで手がけなければならないと言っておリ，日木の海藻の増養殖にも強い関心を持って

いた。 ケープタウン大学の研究室には， 彼の指導を受けている大学院生が二人おり，

Mr. ]ARMANは海藻の植物社会学をテーマにしており， Mr. DIECKMANN は，LalllillG1-ia 

Fig. 1. Collecting snapsphot on the coast of St. James Fa!se Bay. 
Mr. Jarman， Mr. Dieckmann， Director， Simons (Rightl 
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群落の生理生態的なことをテーマにしていた。同じ研究室にいる三人が，かなりかけ離

れたテーマを持っていることはお面白く思えた。日本の研究室では同じようなテーマに

なりがちであるが，彼等はそういうことにはあまり気にかけていないようであった。

海藻採集は，連日テーブル・マウンティンおろしの風が強く， 3月13日のわずか1日

だけで，彼等3人と“ふじ"のダイパー3人ででかけた。

ケープタウン沿岸は， Fig. 2.に示すように Agulhascurrent (暖流)と， Benguela 

current (寒流)がぶつかるところであり，航路としてもひとつの難所になっている。

海藻分布の国でも興味の引かれるところであり，古く ETHEL.S. BARTON!)，2)が“Pro-

visional List of the Marine Algae of the Cape of Good Hope" としてまとめて

いる。岡村金太郎: “日本海藻誌"のなかで，いくつかの種の分布項に希望峰という記

載があるが，これらはこの論文からとったと恩われ，筆者は岡村文庫からコピーを得た。

その後この沿岸は PAPENFUSSS)， STEPHENSON4九SIMONS日などによヮて植生の報告が

なされているが，日本にはあまり知られていない地域と恩われる。

筆者逮は，まず暖流が流れこんでいる St.James False Bayに行き，潮間帯の海藻

を採集した。波があり採集日としては良くなかったが， Table 1.に示すように27種採集

した。同定は，その場で行なったものもあるが，帰国後さらに標本を， SIMONS氏に送

り確認してもらった。 St.James False Bayの潮間帯は，水温160Cであり ，Gigartina 

が最も多く繁茂しており，最上部に Porphyracapensisがみられた。 Ulvaや Caulerpa

などの海藻が多く， 一見して暖海の景観であったが， 日本産の穏と一致するものは，

Centroceras clavulatum (トグイギス)だけであった。寒天原藻の Gelidium属も下部

や Tidepoolにかなりみられたが， Fig. 3.に示すように日本産にはない G.cm.ti-

lagineulllであった。この海岸で茎が 10mにもおよぶ Eckloniamaximaの打上げを

みたが，Ecklonia群落は，半島をまわった寒流域のほうが大きく，干潮時には陸上か

らも波聞に帯状にひろがっているのがわかる大群落が観察された。これだけあれば，ア

ルギン酸原渓資源として有望であると恩ったが，ケープタウンではまだ採取は行なわれ

ていないそうである。

寒流域の採集地点は，この &klonia群落地帯の OudeKraal海岸で行なった。水温

は1l0Cであった。潜水した日本人のメンパーは，Ec是lonia群落の中に入ると，長さ

2-5mの茎があまりにも密生しており，驚怖感を感じた。

またアワピ，イセエビの仲間が豊富なことにも驚いた。この地域で採集した種は

Table 2.に示す25種であった。筆者は，Aeodes orbitosaが潮間帯下部にかなり多く

繁茂しており，今まで日本でこの仲間をみていなかったので，強く印象に残っている。

Laminm叩 μllidaもこの地域に繁茂していると言われたが採集はされなかった。採

集された種で日本産と同種のものは，この地域でもなかった。また採集を行なったこの

2つの地点で，共通した種はわずか4種であった。採集の方法が少し異なったが，距離
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B A Y 

Fig. 2. Thc map showing observational s~a:ion Fig.3. A. Giga吋inastiriata (Turn.) Aresch. 
in Cape peninusula. B. Gelidiu11l. cartilagineuln. (L.) Gaill 

的には半島を隔てたわずか 20kmのところで， 2地点はみて流と|援流の影響の差が良く表

われていた。

今迄に南ア連邦 ・ケープタ ウン付近の標本は日本にあま り入っていないと思われる。

今回 SIMONS氏によって同定された標本が，乾燥標本，液漬標本として筆者のところに

あるので，必要な方々に使宜をはかりたく思う。またケープタ ウンには，目下3人の上

記の海藻研究者がいるが， 日本の研究者との交流を望んでいるので住所を下記に記す。

Seaweed Research Laboratory， Sea Fisheries Branch， Beach Road， Sea Point 

8060， South Africa. 
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Tab!e 1. A list of seaweeds coUected from St. James Fa!se Bay 

(Intertida! zone， water temp. 16.0oC). 

Bryopsis africana Aresch 

Cladophora radiosa (Suhr) Kuetz. 

Caulerpa filiformis (Suhr) Her. 

Ulva fasciata Del. 

Bifurcaria brassicaザorn山 (Kuetz.)Barton 

Bifurcariopsis capensis (Aresch.) Papenf. 

Ecklonia maxima (Osbeck) Papenf. 

Dictyota intricata (Ag.) Grev. 

Splachllidium mgosum (L.) Grev. 

Aeodes orbitosa (Suhr) Schm. 

Centroceras cla叩 tatum(Ag.) Mont. 

Clu2mpia compressa Harv. 

Chylocladia capensis Harv. 

Gelidium cartilagilleum (L.) Gaill. 

G. pristoides (Turn.) Kuetz. 

Gigartina radula (Esp.) ]. Ag. 

G. stiriata (Turn.) Aresch. 

Griffithsia sp. 

Gymnogongrus glomeratus J. Ag. 

Hypnea s戸cifera(Suhr) Harv. 

Laurencia sp. 

Plocamium corallorhiza (Turn.) Harv. 

P. COTnutum (Turn.) Harv. 

Polysipho叩faincompta Harv. 

Porρ.hyra cupensis Kuetz. 

Pterosiphonia cloiophylla (Ag.) Fa!kenb. 

Tayloriella tenebrosa (Harv.) Kylin 

本稿を草するにあたり， “ふじ"のダイパー杉谷繁喜，笠原夏生，宮垣勝行，またダ

イピンク場の許可をいただいた艦長森田衛の各氏に深〈感謝いたします。
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Table 2. A list of seaweeds collected from Oude Kraal， Cape province 

(Intertidal and sublittoral zone， water temp. 11 oC). 

Cladophora mirabilis (Ag.) Rabenh. 

Codium papenfussii Silva 

C. stephensiae Dickinson 

Axilariella constricta (J. Ag.) Silva 

Ecklonia maxima (Osbeck) :Papenf. 

Aeodes 07がtosa(Suhr) Schum. 

Botryoglossum platycarpum (Turn.) Kuetz. 

Carpoblepharsis flaccida (Turn.) Kuetz. 

Carradoria virgata (Ag.) Kylin 

Ceramium obsoletum Ag. 

Chaetangium e1"Inac，倒 m (Turn.)~Papenf. 

Cha11lpia compressa Harv. 

Dicurella fragilis (Ag.) J. Ag. 

D. s，αdellata (Her.) Papenf. 

Gelidium cartilagineum (L.) Gaill. 

Gigartina stiriata (Turn.) Aresch. 

Heringia mirabilis (Ag.) J. Ag. 

Hymenena venosa (L.) Krauss 

Kallymenia schizophylla J. Ag. 

Neuroglossum binderianum Kuetz. 

Pachymenia carnosa (1. Ag.) J. Ag. 

Plocamium maxillosum (Poiret) Lamour. 

P. coccineum (Huds.) Lyngb. 

Polyopes constrictus (Turn.) J. Ag. 

Rlwdymenia Sp. 

Summary 

87 

In this note is reported the seaweeds survey of the coast in Cape penin-

usula， South Africa. The field survey was carried out at two stations， showing 

in the map， on 13th of March， 1975. The warm Agulhas current brings warm 
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water to the coast of False Bay， while the cold Benguela current a妊ectsthe 

flora along the west coast (Oude Kraal). 

27 taxa including Caulerpa filiformis， Porρhyra capensis， Gelidium carti. 

lagineum and Gigartina stiriata were co!lected from intertidal zone of the coast 

at False Bay. The region of the coast at Oude Kraal was the Ecklonia maxima 

ground， were 26 taxa were col!ected from intertidal and sublittoral zone. These 

specimens are placed in our herbarium. 

The author is thankful to The Director of Sea Fisheries Branch， South 

Africa， for providing al! sorts of facilities for these surveys. 

引用文献

1) BARTON， E.S. (1893) A provisional list of the marine algae of the Cape of 

Good Hope. J. Bot. 33: 53-56， 81-84， 110-114， 138-144， 171-177， 202-205. 

2) 一一一一一 (1896)Cape algae. J. Bot. 34: 193-198， 458-461. 
3) PAPENFU55， G.F. (1940) Notes on South African marine algae. 1. Bot. 

Notiser. 

4) STEPHEN50N， T. A. (1948) The constitution of the intertidal fauna and flora 

of South Africa. II1. Ann. Natal. Mus. 11， 2: 207-324. 

5) SIMON5， R. H. (1970) Marine Algae from South Africa 1. six new species 

from the inter. and infra-tidal zone. Invest. Rep. Sea Fish. Brch. S. Afr. 

88: 1-13. 

(高知大学宇佐臨海実験所)
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ノート

小林弘: 国際植物命名規約(1972)に手引きされている文献の引用法につ

いて HiromuKOBAYASI: An introduction to the “Guide to the citation 

of botanical literature." in ICBN 1972. 

周知のように文献の引用は慣例に従って行なわれている。そのどれが適当か，とまど

う揚が多い。別にこうでなければならないという規則もないが，最も適当と息われる手

引きが国際植物命名規約 (1972.Utrecht)に出ているので，下に若干の解説を交えて紹

介することにした。この方法を使ってみると，従来の方法に比べ，コンマの使い方の少

いのにまず気付かれると恩うが，なれると簡潔であり，かっ分かりやすい。なお，文中

特に活字を小さくして入れた注は訳者のものである。

植物学文猷の引用についての手引

植物学の印刷物における文献の引用は，次の項目で，しかも，次に示す順序で構成さ

れていなければならない。

1.著者名 分類群名に付加する引用(注一科名・属名・種名などの原典を示す引用

などをさす。)では，著者名(注ーまたは命名者名)は勧告 46Aで勧告されている方

法で短縮が行われていなければならない。その他の(文献目録などでの)引用では，著

者名は短縮せずに書く，すなわち，最初に lastnameがきて，これに五rstnameがつ

づく。フルネームの使用は混同をさけるのに役立つ。

共著の場合は，最後の著者名の前に etまたは“&"の記号を入れる。(勧告 46Bを

見よ)0(注一勧告 46A.46Bは国際命名規約中の項目名である)

分類群名のあとでは，短縮されない著者名はコンマで区切り，短縮された著者名は，

短縮されていることを示すためのピリオド以外の句読点を必要としない。

2.標題(タイトJL.)分類群名のあとでは，書物の標題(注ー雑誌名も含む)は通常

短縮を行ない，雑誌中の論文の標題は通常これを省く。その他の場合には(例えば文献

目録中などでは)， 標題は書物の表紙または論文の冠頭に書かれている通日に引用され

なければならない。

分類群名のあとの引用では，標題名の末尾は短縮されていることを示すピリオド以外

の句読点を必要としない。(注一語をつめる場合を短縮，取り除く場合を省くとし，ど

ちらともとれる省略の語の使用をさけである)

。著者名と標題についての分類学的引用の例

P. Br. Hist. Jam. 

G. F. Hoffm. Gen. Umbell. 

Hook. f. FI. Brit. Ind. 

G. Don， Gen. Hist. 
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H. B. K. Nov. Gen. Sp. L. Sp. Pl. 

Michx. Fl. Bor.-Am. DC. Prodr. 

J. et G. Fl. N. Am. 

以上のうち，あとの5例では，その著者名は勧告 46Aに示された方法で厳密な短絡が

行なわれていない。これらは慣習に従って短絡が行なわれたものである。(注-Linnaeus

を L.，de Candolleを DC.，Humboldt， Bonplaud et Kunthを H.B.K.のように

短縮するのは正規の方法ではなく.定着した慣習の例)

。短縮せずに書かれる著者名の例

Mueller， Ferdinand Jacob Heinrich von. 

Muller， J ohann Friedrich Theodor (“Fritz Muller"). 

Mueller， Ferdinand Ferdinandowitsch. 

Muller， Franz August. 

Muller， Franz. 

(注一本誌では長くなりすぎるので lastname以外は頭文字だけにすることを指定し

エヒ豆i
3.雑誌名 主要な語のみ，それぞれ第l音節までに短縮する。しかし，混同をまね

く心配があるときは，必要な追加語または音節を付加して短縮が行なわれなければなら

ない。(単一の語および個人名からなる雑誌名は慣例として短縮が行なわれない。しか

し，慣例的に多くの例外が認められている)。 すなわち，冠詞，前置詞およびその他の

不変化詞 (der，the， of， de， eむなど)は，これを省くと混同を起す場合以外は省き，

語の順序は，標題紙にある順序と同じにし，不必要な語，副題，およびそれに類似のも

のは省く。

同-q;または非常によく似た名称をもっ雑誌間の混同をさけるためには，出版地また

は他の区別のための資料を角括弧でくくって付加する。

雑誌名と次の名称、の聞には短縮されていることを示すピリオド以外の句読点を区別の

ため使用しではならない。(注ー短縮が行なわれていないときは句読点不要)

。雑誌短縮の例

Ann. Sci. Nat.とする。 Ann.des Sci. Nat.は不可。

Am. J ourn. Bot.とする。 Amer.Jour. Bot.は不可。

Bot. Jahrb. (Botanische Jahrbucher fur Systematik， Pflanzengeschichte und 

Pflanzengeographie)とする。 Engl.Bot. Jahrb.は不可。 (Englerは編集者であって

論文の著者ではない)。

Mem. Soc. Cub. Hist. Nat. (Memorias de la Sociedad Cubana de Historia 

Natural “FelipePoey."). 

Acta Soc. Faun. Fl. Fenn. (Acta Societatis pro Fauna et Flora Fennica). 
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小林:文献の引用法

Bull. Jard. Bot.企tat(Bruxelles) (Bulletin du Jardin Botanique de l'立tat).

Flora (Quito) (著名な Jenaで出版されている“Flora"と区別するため)。

Hedwigiaとする。 Hedwig.は不可。

Gartenfloraとする。 Gartenfl.は不可。

91 

Missouri Bot. Gard. Bull.とする。 Bull.Mo. Bot. Gard.は不可。(標題紙を見よ)。

4.版とシリーズ 書物が版を重むて出版されたときは， 2版目からは“ed.2"，“ed.

3"のように示す。また，

雑誌がシリーズを改めて出版され，かつ巻数も第1巻から始まるときは， 2シリーズ

目からは，ローマ数字の大文字か，または“ser.2ヘ“ser.3"のように示す。

。版とシリーズの表示の例

G.F. Ho鉦m.Gen. Umbell. ed. 2. 

Compt. Rend. Acad. URSS. 11. (Comptes Rendus de l' Academie des Sciences 

de l'URSS. Nouvelle Serie). 

Ann. Sci. Nat. IV. 

Mem. Am. Acad. 11. (または ser.2.) (Memoirs of the American Academy of 

Arts and Sciences. New Series)とする。 Mem.Am. Acad. N. S.は不可。

5.巻巻数はアラビア数字で示す。なおよりはっきりさせるため，ゴシック体にす

べきである。もしも巻数が無いときは，標題紙に印制されている年号を使うことができ

る。

巻数は，頁数や図版番号とはコロン(:)で区切られていなければならない。

6.都・縞・号 もしも，一つの巻が通し番号でなく，それぞれ別個に頁数が打たれ

ている部・編・号でできているときは，それらの番号を巻数の直後(でコロンの前)に

丸括弧で囲むか，または肩数字で入れる。通し番号が打たれている巻に対しては，この

ような表示は無用のもので，返って誤植の原因となるので省く。

7.頁 頁数は当初に別の方法で書かれていない限りアラビア数字で示す。もしも，

複数の頁を表示したいときは，数字をコンマで区切り，また連続した買を引用するとき

は，最初と最後の頁数をダッシユでつなぐ。

8.図 もしも，図や図版を示す必要があるときは，f.および pl.または t.(ラテ

ン語の tabulaの略)のあとにアラビア数字をつけて示し，よりはっきりさせるためイ

タリック体にする。(注-f.や pl.だけでなく図番号と図版番号もイタリック体にする)

9.日付 出版の日時は引用文の末尾におくか，または，文献目録中では，著者と日

時を関連ずけたいときは，日付を著者名と標題の聞に入れてよい。もしも，より正確に

日時を示したいときは，日・月・年の順に入れる。これらの日付は(どちらに入れると

きも)， 丸括弧でくくってよい。

注:上述の引用項目相互の聞はピリオドで区切る。(注一項目の末尾の語には，それ
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が短縮されていても，いなくてもピリオドをつける。しかし，本文項目 2と3の場合は

不要であるため要注意)

。分類群名に付加する引用の例

Anacampseros SimsョBot.Mag. 33: pl. 1367. 1811. 

Tittmannia Brongn. Ann. Sci. Nat. 8: 385. 1826. 

Monochaetium Naud. Ann. Sci. Nat. III. 4: 48.ρl. 2. 1脳，5.

Cudrania Trec. Ann. Sci. Nat. ser. 3. 8: 122. f. 76-8δ.1847. 

Sy明 phyoglossumTurcz. Bull. Soc. Nat. Mosc. 211: 255. 1848. 

Hedysarutn gremiale Rollins， Rhodra 42: 230 (1940). 

Hydrocotyle nixioides Math. & Const. Bull. Torrey Bot. Club 78: 303. 24 

Jul. 1951. 

Ferula tolucensis H. B. K. Nov. Gen. Sp. 5: 12. 1821. 

Critamus dauricus G. F. Hβffm. Gen. Umbell. ed. 2. 184冶 1816.

Geranium tれ'acyiSandw. Kew Bull. 1941: 219. 9 Mar. 1942. (注一標題紙の年号

を巻数に代用した例。論文は1942年3月に出版されたが，この巻は前年の1941年から始

まっている。)

Sanicula tuberosa Torr. Pacif. Railr. Rep. 4 (1): 91. 1857. 

0文献目録への引用の例
Norton， John Bitting Smith. Notes on some plants， chiefly from the southern 

United States. Missouri Bot. Gard. Rep. 9: 151-157. pl. 46-50. 1898. 

Reichenbach， Heinrich Gottlieb Ludwig. Handbuch des naturlichen Pflanzen-

systems. i-x， 1-346. 1837. 

Don， George. A general history of the dichlamydous plants. 1: 1-818 (1831). 

2: 1-875 (1832). 3: 1-867 (1834). 4: 1-908 (1838). 

Schmidt， Friedrich. Reisen im Amur-Lande und auf der Insel Sachalin. 

Botanischer Theil. Mem. Acad. St.-Petersb. VII. 122: 1-277. pl. 1-8. June 1868. 

Glover， George Henry & Robbins， Wilfred William. 1951. Colorado plants 
injurious to livestock. Bull. Colorado Exp. Sta. 211: 3-74. f. 1-92. 

(東京学芸大学生物学教室)
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会員名簿

(日本藻類学会昭和52年4月1日現在)

*本名簿は昭和52年4月1日現在のものです。

キ配列はアイウエオ順とし，県別に集録してありますが，雑誌送り先住所に基いて所属

する県を決めてあります。

*昭和52年3月31日までに調査票に対する返事の得られなかった会員については，事務

局保管のカードにある記載のみに止めてあります。

ホ正会員についての記載では，上段に所属先，下段に居住地と専門分野を示してありま

す。

キ今後，異動，入退会の生じた方は，その都度忘れず事務局庶務幹事宛お報せ下さい。

雑誌上に変更事項についての掲載をすると同時に，間違いなく雑誌の発送，各種お知

らせの発送を行って行きたいと思います。
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会員名簿

〔団体会員〕

北海道大学理学部植物学教室 060 札幌市北区北10条西8

北海道大学付属図書館水産学分室 040 函館市港町

北海道大学理学部付属海藻研究施設 051 室蘭市母恋南町1-13

北海道立中央水産試験場図書室 046 余市部余市町浜中町

北海道立稚内水産試験場増殖部 097 稚内市宝来4

東北区水産研究所 985 塩釜市新浜町

北里大学水産学部図書館 022-01 気仙郡三陸町越喜来字鳥頭160-4

岩手県水産試験場 026 釜石市新浜町1-4-21

川又書唐 310 水戸市泉町2

千葉大学附属図書館 280 千葉市弥生町1-33

電力中央研究所生物環境技術研究所 270-11 我孫子市我孫子1臼6

東京水産大学附属図書館 108 東京都港区港南4-5-7

内田老鶴園新社 102 東京都千代田区九段北1-2-1

考古堂(柳本信吉 112 東京都文京区森川町田

神奈川県水産試験場 238 三浦市三崎町城ケ島

江ノ島水族館 251 藤沢市片瀬海岸2-17-25

金沢大学図書館理学部分室 920 金沢市丸ノ内1-1

新潟大学図書館理学部分館 950--21 新潟市五十嵐二の町田町

静岡県水産試験場伊豆分場 415 賀茂郡下田町白浜251

愛知県水産試験場 443 蒲郡市三谷町若宮97

日清会品株式会社綜合研究所図書館 525 栗田部栗東町下鈎

大阪市立自然博物館臼6 大阪市住吉区東長居町長居公園内
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神戸市経済局須磨水族館(井上喜平治 654 神戸市須磨区若宮町1-3

岡山県水産試験場 701-43 邑久郡牛窓町鹿忍

広島大学理学部植物学教室(安藤久次 730 広島市東千田町

広島大学附属図書館福山分校 720 福山市緑町会17

協和醸酵工業宇部工場水産開発室 755 宇部市大曲藤曲2548

山口県内海水産試験場 754 山口市秋穂二島

山口県外海水産試験場 759-41 長門市仙崎759-41

高知大学附属図書館 780 高知市朝倉1000

徳島県水産試験場鳴門分室 771-03 鳴門市瀬戸町堂浦

徳島県水産試験場 779-23 海部郡日和佐町弁才天

福岡県福岡水産試験場 819-01 福岡市西区今津1141-1

九州大学農学部水産植物研究室 812 福岡市東区箱崎

九州大学農学部中央図書室 812 福岡市東区箱崎

熊本県水産試験場牛深分場 862-19 牛深市牛深町

生科研 860 熊本市蓮台寺町567

大分県浅海漁業試験場 879-06 豊後高岡市小ノ瀬

沖縄クロレラ製造株式会社 904-21 美里村高原550

〔賛助会員〕

社団法人北海道水産資源技術開発協会 060 札幌市中央区北3条西7-1 水産会館内

海藻資源開発株式会社 160 東京都新宿区新宿1-29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和酸酵工業株式会社農水産開発室 100 東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ピJレ

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 108 東京都港区高輪2-16-5

K.K.白寿保健科学研究所・原昭邦 173 東京都板橋区大山東町32-17

浜野顕微鏡商庖 113 東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189 東京都国立市谷保1796

山本海苔研究所 143 東京都大田区大森東5-2-12

弘学出版株式会社森田悦郎 214 j!l崎市多摩区生悶858(-61

永田克己 410-21 田方郡韮山町四日町227-1

全治.連海苔海藻類養殖研究センタ- 440 豊橋市吉田町69-6

神協産業株式会社 742-15 熊毛郡田布施町波野962-1

Foring Membenhip 
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会誌「藻類」の表紙原稿の募集

本学会の会誌「藻類Jは，現在の A5判を， 53年度26巻から B5判 (182x257mm)

に，事jを大きくして出版することになっています。B5事jに変えるに当って表紙もそれ

にふさわしいものにしたいと考え，表紙原案を会員諸氏から募集しますので，次の点を

お含みの上，奮って応募して下さい。

1.表表紙は巻号，年月，目次を配し，藻類の文字(大きさの変更は可)， 学会名を

入れる。

2.裏表紙は英文目次の他，現在のままの内容を入れる。字の大きさの変更は可。

3.原稿の大きさは B5判，厚紙とし，地色や着色部分は色指定，できれば着色をす

る。

4. 8月末日迄に学会事務局宛に送付して下さい。秋の学会時に展示して，会員諸氏

の意見を求め，決定の予定です。
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学会録事

1. 日本藻類学会第一回大会

日本E菜類学会と しては最初の研究発表大会が4月1日東京学芸大学を会場とし，学会

会長西沢一俊，大会会長古谷底造の下に行われた。遠く北は北海道から南は鹿児島まで

を網羅する全国からの会員多数の参加を得て，文字通り予期した以上の盛会裏に終るこ

とができた。当初，研究発表22題，特別講演1題，参加申込者61名が予定されていた

が，当日参加の会員が36名もあり，また懇親会にも，当初の参加予定者45名に加えて，

当 日申込者が18名もあったという事実がこの大会の~!J上がりと大きな成功を物語って

いる。また上掲のように桜花を背景に記念撮影も行った。当日は快晴に恵れ，学会とし

て独自の大会を持つことの当初の目的であった “学会活動の充実"の充実という函でも

十分にその目的を達し得たものと思われる。これもひとえに，参加lされた会員の方々，

および開催校である東京学芸大学当局の多大の尽力によるものであり，ここに深く感謝

申し上げたい。なお，特531:講演を快くお引受け下さった東大海洋ivf.藤田普彦氏および，

当日会の進行に関して，会場 ・受付 ・案内 ・按待などを受持ち影のカ添えをいただいた，

会員外の東学大植物学関係教官，武田幸作 ・犀川政稔 ・片山告下康の諸氏， およびアノレパ

イトをお願いした多数のさき'生諸君には特に厚く御礼申し上げる次第である。
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2. 評議員会・編集委員会・合同会議

4月1日日本言葉類学会第1回大会が行なわれたのを機会に，正午より約1時間評議員

会編集委員会合同会議が行なわれた。

( 1 ) 庶務関係報告

( i ) 会員名簿作成について。氏名のローマ字綴り，所属先・自宅住所，電話番号の他，

専門分野も入れ，地区別(雑誌発送先)，五十音順とする。約34頁になる予定。

( ii) 山田幸男博士追悼号刊行事業の経過報告。黒木委員長より投稿論文49篇(和文24，

欧文25)の編集を終り，印刷所に送稿した。印刷j所仕上り約4∞頁の予定。事業経費の

募金は3月現在183件(約176万円)であるが，これでは不足するので6月に再度募金

の要請求を会員諸氏に発送する予定。などについて報告があった。また，追悼号の題名

(和文と欧文)について委員会案が提示され審議されたが，更に検討し，実行委員会と

学会役員とで協議し決定することになった。

(2) 審議事項

( i ) 第l回大会運営補助金の支出について。大会参加費1000円では大会の運営がむず

かしいので，プログラム，要旨は全会員に配布するものでもあり，学会会計から補助金

を支出していただき，これに賛助寄付金を加えて大会を運営することとし，今年度は6

万円の支出が承認された。(との補助金の支出については52年度総会で承認を得る)

(ii) 回年度日本藻類学会第2回大会について。今年度第1回は思ったより盛会であっ

たので， 53年度春季大会も今回と同じく東京学芸大学で行なうことになった。

(iii) 日本植物学会52年度大会(福岡)でのシンポジウムの件。これには，培養による

藻類の研究・培養による形態形成の研究・培養による種の分化の解析などの題目で参加

する。また，藻類学会だけでなく，現植物分類学会評議員の小林弘氏(藻類関係の代表)

が世話役となり，コケ・地衣関係者とも連絡をとって詳細について決定することが承認

された。

(iv) 国際植物命名規約についての小委員会について。植物分類学会評議員会から命名

規約の普及徹底を計かるために漆類学会からも 1人小委員を出すことが依嘱されたが，

これには小林弘氏が窓口となり，審議事項について必要に応じて本学会に報告すること

が了承された。

(v) 学会誌について。今後は学会活動の充実の一環として，英文論文の投稿を主とし，

活発な論文投稿を評議員と編集委員から積極的に会員諸氏へ働きかけること，および同

時に，各委員が責任をもって総説論文掲載についても努力することが申し合われた。な

お53年度から版をー廻り大きく (B5版)する予定であることもふまえ，雑誌「藻類」

の副題(文献引用のための賂称)についても審議されたが，これは従来通りとすること

に決定した。
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( 3 ) 日本学術会議会員選挙について

日本学術会議第11期会員の選挙が本年11月に行われます。日本5菜類学会は52年 6月17
日， 持廻D評議員会を開き，候補者(第四部 ・全国区)として，今堀宏三氏(阪大 ・教

義 ・生物)を推薦することに致しました。

( 4 ) I山田幸男博士追悼号」発刊迫る

会員および， その他の方々のご協力により，論文50篇 (英文25，手口文25)が寄せられ，

先生の遺影，経歴および業績一覧，追悼文と共に，現在印刷中です。総頁約400頁で予

定通り本年8月に刊行されます。

出版費の募金の締切りは6月30日でしたが，まだの方はこれからでもお申し出下さい。

2ロ(5000円)以上，お寄せいただいた方には，本冊をお送りします。

山田幸男先生追悼号刊行実行委員会

(札幌市北区北10条西8丁目・北大 ・理・植物，振替口座 ・小栂 14278)

海藻標本乾燥器 (永田式植物標本製作器301)

￥85，000 (送料共) 金属部サイズ 50x80x30cm

生の海藻を吸取紙で半日脱水後，本器で乾燥すると 100枚以上の襟本が 1-2日で出

来上り ます。

発売元 〒410-21静岡県田方郡釜山町四日町227-1

永田克己 電話 (05594)8一0628

振 替 口座 東京 7-181622 永田克己

取引銀行駿河銀行伊豆長岡支庖普通預金 NO.556025永田克 己
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学会に関する通信は，(干184)東京都小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大

学生物学教室内 日本藻類学会幹事宛とし，幹事の個人名は一切使用せぬよう注意

して下さい。
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